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１１１１    計画策定計画策定計画策定計画策定にあたってにあたってにあたってにあたって                                                                                                                        

    

石見銀山遺跡の世界文化遺産登録は、本市観光にとって千載一遇のチャンスである。多

くの世界遺産がそうであるように、石見銀山へも多くの観光客が訪れ大変な賑わいとなっ

ている。 

本市の観光振興を図るためには、石見銀山の魅力を高めていくことはもとより、市内の

優れた観光資源の魅力を石見銀山以上に高めて行かなければならない。幸いに、本市には

国立公園三瓶山、温泉津温泉、仁摩サンドミュージアム、大田市海岸と多くの優れた観光

資源があり、磨けば輝く可能性を秘めている。 

石見銀山遺跡の世界遺産登録により、今後、永続的な維持・管理をしていかなければな

らず、そのコストの地元負担は決して少なくない。そのコストは、何もしなければ生まれ

てこないものであり、行政はもとより市民全体で負担をしていかなければならない。 

  そのためには、本市の輝く資源を繋ぐことにより多くの経済効果を生みだし、結果的に

は世界の宝である石見銀山を将来にわたって守り伝えることができることになる。 

今回の計画策定にあたっては、石見銀山とともに本市観光の両輪となるべき国立公園三

瓶山の再生を主眼におくこととする。 

また、計画策定の前提として、現在の観光を取り巻く状勢を下記のとおり整理し、世界

遺産と国立公園を擁する「おおだ」としての方向性を示していく。 

 

■■■■我我我我がががが国国国国のののの観光産業観光産業観光産業観光産業におけるにおけるにおけるにおけるトレンドトレンドトレンドトレンド・・・・キーワードキーワードキーワードキーワードのののの整理整理整理整理    

2003 年は「観光立国元年」と呼ばれ、ビジット・ジャパン・キャンペーンが始まった。

その後、2006年12月に「観光立国推進基本法」が議員立法で成立、2007年6月に「観光

立国推進基本計画」が閣議決定し（主な目標値は以下の通り）、そして本年10月には観光

庁が国土交通省の外局として新設された。 

   [1]訪日外国人旅行者数   06年：  733万人 → 10年：1,000万人・36.4％増 

  [2]日本人海外旅行者数   06年：1,753万人 → 10年：2,000万人・14.1％増 

  [3]国内観光旅行消費額   05年： 24.4兆円 → 10年：   30兆円・23.0％増 

  [4]日本人国内観光旅行の宿泊数 06年： 2.77泊    → 10年：  4.00泊 ・44.4％増 

  [5]国際会議の年間開催件数   05年：  168件 → 10年：   252件・50.0％増 

このようにオールジャパンの観光立国は着々と進行している中で、観光産業のトレン

ド・キーワードを抑えておく。 



 3 

キーワードキーワードキーワードキーワード①①①①：：：：外国人旅行客外国人旅行客外国人旅行客外国人旅行客（（（（アウトバウンドアウトバウンドアウトバウンドアウトバウンド客客客客））））のののの誘客誘客誘客誘客    

世界観光機関によると、2006年の全世界の外国旅行者数は8億4,200万人を示している

が、2010年には10億人を突破し、2020年には15億6,000万人に膨れ上がると予測されて

いる。世界的に見ると、実に純増だけで毎年5,000万人・5％増の勢いである。国内を見渡

しても、北海道へのオーストラリア人旅行者の激増、各地温泉地の台湾・韓国・東南アジ

ア人の激増などが既に始まっており、2007年の訪日外国人旅行者は835万人で4年連続増

となっている。これらを観光用語では「アウトバウンド客」と呼んでおり、アウトバウン

ド集客力が国内の観光・レジャー産業の最大のテーマであることは間違いない。現在は約

7 割をアジア人が占めているが、将来的には富裕層が多いＢＲＩＣＳ諸国（ブラジル・ロ

シア・インド・中国）が最大の誘客ターゲット国となるとも予測されている。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード②②②②：：：：歴史的歴史的歴史的歴史的・・・・文化的文化的文化的文化的なおもてなしなおもてなしなおもてなしなおもてなし人材人材人材人材のののの育成育成育成育成    

いまだに“フジヤマ・ゲイシャ”色のイメージが強い日本の観光地に対して、今後のブ

ランド構築にとって必要な方向性は、各地の歴史的、文化的な特徴を活かした“おもてな

し”である。 

なかでも外国人観光客向けには、代表的な国内都市以外では、世界遺産登録地に期待を

寄せている観光関係者も多い。登録に至った歴史的な背景はもとより、異文化ゆえの情緒

を伝えるホームページ、日本語直訳に陥らない表現方法、解説方法などの具体的なコミュ

ニケーション手法を確立することが求められている。 

つまり、地域にとっては単なる観光ボランティアの域を超え、地域観光人材のプロ化を

計る必要があり、またそれらが雇用の受け皿となり得る可能性が充分にあるという認識を

持つべきである。今後10年間で地域にとって必要な人材層は、観光プロフェッショナル人

材となる。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード③③③③：：：：国際会議国際会議国際会議国際会議のののの積極的積極的積極的積極的なななな誘致誘致誘致誘致（（（（ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ツーリズムツーリズムツーリズムツーリズム））））    

国際観光振興機構によると、アジアにおける国際会議の開催件数（2006年）のトップは

シンガポールで、次いで中国、韓国で、日本は４位（世界でも18位）である。約10年前

はアジアのトップに君臨した日本は各国に抜かれており、件数自体も半減近くなっている。

これら国際会議等の「ビジネス・ツーリズム」を誘致するメリットは、分野特定の定期的

な開催により「国際」イメージと「分野」イメージを構築できることに加え、オフシーズ

ン等の活用による平準化、一般観光客の6倍以上の消費額による経済効果、そしてプライ

ベート再訪の潜在需要層へ繋がる。無名な観光地域であっても国際会議の誘致は戦略的な
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観光施策と位置づけるべき時代である。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード④④④④：：：：脱脱脱脱・・・・旅行代理店旅行代理店旅行代理店旅行代理店、、、、パッケージパッケージパッケージパッケージ旅行旅行旅行旅行からからからから個人旅行個人旅行個人旅行個人旅行へへへへ    

一方、日本人の国内観光のキーワードは、脱・旅行代理店である。財団法人日本交通公

社によると、国内旅行における旅行会社利用率は3割を切っており、団体客依存の大型温

泉地の荒廃ぶりが示すように、エージェント任せの観光地ほど崩壊している。 

今後、地域側がすべきことは、個人客のニーズに合わせた旅行パンフレットづくりや、

モデルコースの提供、さらには観光ガイドを増やしたり、レンタカー会社と連携したりな

ど、まさにこれまで旅行代理店が中間で行っていた業務を観光協会等自らが行うべきなの

である。 

昨年の旅行業法改正により、小規模な第三種旅行業者でも、一定条件下で募集型企画旅

行の実施が可能となり、合同会社を設立している観光協会も出てきているという。逆に、

未だに既存エージェント任せの観光協会ならば、その存在価値はないと言っても過言では

ない。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード⑤⑤⑤⑤：：：：新新新新しいしいしいしいタイプタイプタイプタイプのののの観光観光観光観光をををを熟知熟知熟知熟知しししし、、、、地域地域地域地域のもてなしのもてなしのもてなしのもてなし構造構造構造構造のののの変革変革変革変革    

国土交通省は、「ニューツーリズム創出・流通促進事業」を推進している。ニューツーリ

ズムとは「長期滞在型観光」「エコツーリズム」「グリーンツーリズム」「文化観光」「産業

観光」「ヘルスツーリズム」「都市と農村魚村の共生」等を指す。まさにキーワード④にお

ける地域側が自主的に推進するべき分野と位置づけ、地域観光戦略を構築すべきである。 

 

キーワキーワキーワキーワードードードード⑥⑥⑥⑥：：：：エコツーリズムエコツーリズムエコツーリズムエコツーリズム    ＝＝＝＝    責任責任責任責任あるあるあるある観光客観光客観光客観光客をををを育育育育てよてよてよてよ！！！！    

90 年代以降、持続可能な観光が重視されるようになり、我が国でも 1998 年に「エコツ

ーリズム推進協議会」（現・日本エコツーリズム協会）が設立され、国際的にも国連が2002

年を「国際エコツーリズム年」に指定しているなど理解と促進が図られている。同協会に

よると、国内のエコツーリズム認知度は72.2％に達しており、体験者が3.4％と潜在需要

の大きさを表しているとも言える。その一方で、まだまだマナーの悪い観光客も少なくな

く、2008 年 4 月に施行されたエコツーリズム推進法によって「レスポンシブル･ツーリズ

ム（責任ある観光）」の確立が期待される。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード⑦⑦⑦⑦：：：：グリーンツーリズムグリーンツーリズムグリーンツーリズムグリーンツーリズム    ＝＝＝＝    農林水産省主導農林水産省主導農林水産省主導農林水産省主導からからからから、、、、雇用雇用雇用雇用をををを創造創造創造創造するするするする    

87 年に制定された「リゾート法（総合保養地域整備法）」によるリゾート構想がバブル
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崩壊で事実上破綻した折に、92年に農林水産省がグリーンツーリズム振興に着手した。94

年には「農山漁村余暇法」を制定し、滞在型観光を楽しむための基盤整備を開始した。2005

年時点では、農林漁家民宿は全国で3,671軒あり、年間で240万人が宿泊している。その

他にもクラインガルテン滞在、子供向けの体験学習や修学旅行の受け入れ等も確実に成果

に繋がっている。地域の新たな雇用に繋がったり、期待以上の効果を挙げている市町村も

少なくない。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード⑧⑧⑧⑧：：：：ヘルスツーリズムヘルスツーリズムヘルスツーリズムヘルスツーリズム    ＝＝＝＝    潜在市場規模潜在市場規模潜在市場規模潜在市場規模はははは4444兆円兆円兆円兆円、、、、医療医療医療医療とととと観光観光観光観光のののの連携連携連携連携    

社会経済生産性本部の「レジャー白書 2007」では、参加希望率の高い新たな旅で、「癒

しの旅」が約67％で第一位になっている。以下、「大自然の魅力を味わう旅」「歴史ある街

並みを訪れる旅」「世界遺産を訪問する旅」「博物館や美術館を訪問する旅」「地域の食文化

を楽しむ旅」と続く。従来の温泉浴や森林浴と「ヘルスツーリズム」の大きな違いは、医

学的な根拠に基づき、観光を通じて健康回復・増進を図っている点である。 

例えば、福島県いわき市のいわき湯本温泉では、2001年から「温泉保養士」という新し

い人材を育成し、現在94人の正式資格者がおり、現代版「湯治」スタイルを復活させよう

としている。また長野県では「森林セラピー県」を標榜し、森林と観光の結びつきを強め

ている。さらには、同県茅野市では「メタボリック症候群向け健康ツアー」を開始したり、

北海道上士幌町は、北大の免疫学者と協力して「スギ花粉症向けプログラム」を実施した

り、香川県さぬき市や高知県室戸市では「ドルフィンセラピー」を活用して自閉症児の発

達支援療法も実施したりしている。その他にも「健康ツアー」は続々と登場してきており、

これらの動きに連動する形として、ＪＴＢヘルスツーリズム研究所（東京・港区）が企業

向けの旅行型健康増進プログラムの提供も開始している。同研究所によると、ヘルスツー

リズムの潜在市場規模は約4兆1,300億円と推計されており、高齢化社会における30兆円

を超す国民医療費の抑制に繋がる医療と観光の連携強化が期待されている。実はこれらの

“医観連携”が最も進んでいるのがシンガポールであり、最近ではインドやタイ、マレー

シア、ドバイ等も“医療リゾート”を標榜して、外国人患者と付き添い家族の受入れ促進

を図っている。 

 

キーワードキーワードキーワードキーワード⑨⑨⑨⑨：：：：セカンドホームツーリズムセカンドホームツーリズムセカンドホームツーリズムセカンドホームツーリズム    ＝＝＝＝    都市都市都市都市とととと農山漁村農山漁村農山漁村農山漁村のののの共生共生共生共生    

スウェーデンでは全世帯の約18％が「セカンドホーム」を所有し、友人・親戚から借り

受ける場合を含めると国民の約半数が「都市と田園を往来する生活スタイル｣を楽しんでい

る。米国でもキャンピングカーを含む所有率が15％に達している。一方日本では、総務省
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によると、現住所以外の住宅数は 770 万戸（2003 年）あるが、「二次的住宅・別荘用」は

36万戸と全体の4.7％に過ぎず、セカンドホームは定着していない。ただし、内閣府によ

れば、20～50歳代で33～46％が二地域居住の願望を持っているとも言われ、今後の都市と

農山漁村の共生への期待度は高い。本当に豊かな暮らしとは“半農半街”のライフスタイ

ルへ向かいつつある。 

 

 

【参考資料】 

(1)日本経済新聞本紙･経済教室面「観光立国への挑戦」2008年7月21日～8月15日記事を参考に加筆 

(2)なおキーワード⑧の健康観光の関連情報として、平成18年度石見地域産業振興方策調査「2市3町の広域課題

検討並びに産業振興策における広域連携の方向性」のP.3～12「温泉療法における広域連携の在り方」 
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２２２２    大田市観光大田市観光大田市観光大田市観光のののの現状現状現状現状                                                                                                                        

    

■■■■大田市全域大田市全域大田市全域大田市全域とととと周辺周辺周辺周辺    

・平成１９年７月、石見銀山遺跡が「石見銀山遺跡とその文化的景観」として世界遺産登

録され、観光客が大幅に増加しており、全国的にも認知度は大いに高まった。 

・テーマが共通する地域と連携をとり「世界遺産の旅」、「銀の道（シルバーロード）」、「巨

木文化」といった新たなニーズを掘り起こす必要がある。 

・ 石見銀山を訪れる観光客の多くは、そのまま市外の観光地、宿泊施設へ移動する日帰

り・通過型の観光客が多いと推察される。現在、三瓶温泉並びに温泉津温泉をはじめ

とする大田市内の宿泊可能な地域へ誘導することで滞在型観光へ移行するように大田

市（以下市と略）全体の観光振興に取り組んでいる。 

・ しかしながら、各観光エリアは、資源そのものが持っている魅力はあるものの、観光

客を長時間引き止めるだけの仕掛けやシステムが不足している上、滞在型に必要な観

光資源・機能を全て網羅しているエリアはない。各エリアが不足する観光資源・機能

を補完し合い、エリア間の連携を深め滞在型観光に対応できる体制をつくる必要があ

る。 

改めて大田市内のエリア毎の観光資源・機能を整理すると以下のとおりとなる。 

 

エリア別観光資源・機能担当表 

機能 

 

 

 

エリア 

文
化
交
流

（世
界
遺
産
他
） 

自
然
景
観 

温
泉

（健
康
増
進
） 

宿
泊

（集
積
） 

特
産
品
開
発 

（農
水
産
品
・
食
事
メ
ニ
ュ
ー
） 

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

学
習

・
教
育
体
験 

農

・
漁
村
体
験 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー 

石見銀山（大森）エリア ٧ ٤ ٧ ٌ ٌ ٧ ٧ ٌ ٌ 

石見銀山（仁摩・温泉津）エリア ٤ ٧ ٌ ٧ ٧ ٧ ٤ ٧ ٌ 

三瓶山エリア ٧ ٧ ٧ ٧ ٧ ٧ ٧ ٧ ٤ 

大田市海岸（沿根～温泉津）エリア ٌ ٧ ٧ ٌ ٌ ٧ ٌ ٌ ٧ 

㧖 ٧㕖Ᏹに重要、٤重要、ٌ連携が必要 
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石見銀山エリア・・・大森町を中ᔃとした仁摩、温泉津を含む「世界遺産」登録された地域 

三瓶山エリア・・・北のේ、のේ、東のේ、三瓶温泉を含む地域 

大田海岸エリア・・沿根から温泉津までの海岸地域 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

石見銀山エリア 

世界と対する 

文化観光地 

三瓶山エリア 

⨲ේ景観と温泉の 

やすらぎⓨ間 

 

大田市海岸エリア 

海を活かした 

食とㆆびのゾーン 

大田市観光エリアのテーマ 
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３３３３    石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山エリアエリアエリアエリアのののの現状現状現状現状                                                                                        

 

 石見銀山エリアの現状ع

・平成19年7月に「石見銀山とその文化的景観」として日本で14⇟目、アジアではೋめて

の㋶山遺跡としてマネスコの世界文化遺産に登録された。 

 

・世界遺産登録直後から多くの来訪者が訪れ、平成19年の入ㄟみ数は71万3千人となり、

前年の40万人から一挙に増加した。 

 

・登録をᄾ機に、テレビ、㔀等のメディアの取材がᲕし、全国に向けて石見銀山につい

て情報発ାし続けている。 

 

・登録直前から石見銀山方式のパークアンドライドを実施し、大森町内における交通浡滞の

✭と住民生活の維持に一定の成果を上げている。しかし、登録直後には、想定を超える

来訪者の数に対応できず、バス待ߜによる長Ⱜのとなるなど、浔ੂをきたした。また、

事前予約制により受入れている観光バスについては、ピーク時には1日に約70台を受入れ

るなど、颔状ᘒとなったこともあった。 

 

・ᕆ激に増加した来訪者のᓇ㗀で、石見銀山公園のトイレの泵化ᮏが機能せず、設トイレ

を設置し、その後新たに泵化ᮏを増設し対応した。 

 

・㦖源ኹ間ᱠ行き〝✢バスについては、大きなᓎ割を果たしてきたが、観光客のᕆ増にい、 

増ଢせざるを得なくなったことにより、結果として餦㖸、ឃ᳇ガス等により住民生活に支㓚

をきたすことから、平成20年9月ᧃをもって廃止とした。 

 

・大森地区の入ㄟみ、温泉津温泉街への宿泊については大きなિびとなっているが、仁摩地

区、温泉津地区の世界遺産エリアについては、ほとんどિびがない状沦である。 

 

・町並みには登録前後から土産物、食事ಣの出店があったが、引き続き土産物や食事ಣの不

足について、多くの不ḩ、⧰情が寄せられている。 
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・「どこが世界遺産なのか」がわかりにくいというჿもある。一方で、石見銀山ガイドの会な

どによる説を受けながらのᢔ策をした場合は、世界遺産について⚊得していただけるケ

ースが多い。 

 

・石見銀山世界遺産センターがフルオープンし、事前学習をしてから、ᢔ策をするという石

見銀山観光の推ᅑモデルを示すことが可能となった。 
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４４４４    石見銀山観光石見銀山観光石見銀山観光石見銀山観光のののの問題点問題点問題点問題点およびおよびおよびおよび課題課題課題課題                                                                                        

 

  世界遺産登録以降、多くの来訪者が石見銀山を訪れている。この地を訪れる方々すべて

に高いホスピタリティーによりḩ足してお帰りいただくのが究ᭂの目標であるが、ᱷᔨな

がら不ḩをᛴいたままお帰りいただくケースもある。 

石見銀山の世界遺産としての魅力、හߜ「自然やⅣႺとの共生」は言うまでもなく当然

守っていく必要があり、その上で来訪者をḩ足させる要⚛が備わっている地域を創り出さ

なければならない。 

石見銀山は従前より観光の町であった訳ではなく、地元文化財保存会の活動や地元団体

による石見銀山資料館のㆇ༡、そして、町並み保存の取り組みなど大森町の住民による地

道な取り組みが最⚳的には世界遺産登録に繋がり、現在の石見銀山を創り上げてきた経過

がある。 

そこには住民の暮らしがあり、それは世界遺産の中に含まれるものである。世界遺産登

録以降、住民にとっては生活の場でもある大森町に多くの来訪者が訪れ、住民の生活は登

録前とは一変したところも多い。 

  石見銀山観光を考える上では、そこに暮らす住民のᕁいを受け止め、対を重ߨながら

進めていくべきである。観光を推進することと、生活を守ることは、場合によっては⋧

する点を指៰されがߜであるが、このことは、世界遺産として登録された地であれば、ㆱ

けて通れないこととして受け止める必要もある。 

  だからこそ、「自然やⅣႺとの共生」を前提に来訪者をㄫえるためのあらゆる対策やദ力

を確保する必要が生じる。そのことが、世界遺産の地としての責任であり、また、持続可

能な地域づくりの本⾰である。 

  これらをどの᭽に解決していくかは大きな課題であるが、いずれにしても石見銀山観光

が「ᣨ」である時期に解決する必要がある。 

このような観点で、ここでは石見銀山がᛴえる現状と課題を整理する。 

 

 

①①①①わかりにくいわかりにくいわかりにくいわかりにくい遺跡遺跡遺跡遺跡をどのようにをどのようにをどのようにをどのように伝伝伝伝えるかえるかえるかえるか    

  多くの世界遺産のようにシンボリックなᑪㅧ物が無いため、事前に予備知識がないまま

石見銀山を訪れた場合には、多くの来訪者は一体何が世界遺産なのかという⇼問をᛴく。 

  フルオープンした世界遺産センターの活用、石見銀山ガイドの会の利用等現在でもその
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対応策はあるが、すべての来訪者が利用出来ていないのが現状である。 

出来れば事前に情報を得て来ていただきたいところであるが、予備知識が少なくてもḩ

足してお帰りいただける仕組みをᎿᄦする必要がある。 

 

   

②②②②「「「「歩歩歩歩くくくく観光観光観光観光」」」」とととと「「「「龍源寺間歩行龍源寺間歩行龍源寺間歩行龍源寺間歩行ききききバスバスバスバス」」」」についてについてについてについて    

  平成20年10月から㦖源ኹ間ᱠ行きの〝✢バスについては、世界遺産登録の決め手とな

った自然と共生した㋶山遺跡である石見銀山であるにもかかわらず、餦㖸やឃ᳇ガスによ

り住民の生活が守れないという視点から全面廃止とし、石見銀山資料館から㦖源ኹ間ᱠま

での往復6জ余りを「ᱠく」ことを基本に置くことになった。 

石見銀山では、⾉し自ォゞやベロタクシーの༡業もされており、それらを利用できる方

であれば、むしろᔟㆡにᢔ策できるⅣႺが整ったとも言えるかも知れない。 

  しかし、一方で高齢者や㓚がい者の方、体調の悪い方などに対して、「ᱠく」以外の手

Ბがないという状ᘒは、テーマライゴーションを推進していこうとする世の中の流れから

逆行することになる。 

  この問題は、現状の「バスの廃止」イコール「ᱠく」ということでは抜本的な解決には

ならず、何らかの手Ბを⻠ずる必要がある。 

 

 

③③③③石見銀山方式石見銀山方式石見銀山方式石見銀山方式パークアンドライドパークアンドライドパークアンドライドパークアンドライドについてについてについてについて    

 観光バスの受入れについてع 

  観光バスについては、事前予約制、ኾ用飻ゞ場台数により、実⾰的に受入制㒢をしてい

ることに繋がっており、賑わいとⓏやかさを両立させようとする石見銀山観光のコンセプ

トを守る上で一定の成果をあげている。 

  

 パークアンドライドシステムについてع 

  これまで数回の交通実験を通じて、修正を加えながら築き上げてきたパークアンドライ

ドシステムは、⁜㓖な地形である大森地区における交通浡滞の解消に大きなᓎ割を果たし、

世界遺産登録後の来訪者が集中したガールデンウイークや⑺の行楽シーズンを大きな浔ੂ

もなくਸ਼り切ることができた。 

  しかし、観光のピーク時には㦖源ኹ間ᱠ行きバスの廃止による滞在時間の増も⋧まって、
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世界遺産センターの400台分の飻ゞ場は、ඦ前10時㗃からඦ後3時前後の間はḩゞ状ᘒが

続き、飻ゞ場のⓨき待ߜのゞ両が県道に連なり、最大で約2জの浡滞が発生することもあ

る。 

 

 

④④④④石見銀山世界遺産石見銀山世界遺産石見銀山世界遺産石見銀山世界遺産センターセンターセンターセンターのののの役割役割役割役割    

世界遺産センターは、石見銀山遺跡の全体を来訪者にわかりやすく⚫し、᭽々な情

報を得て石見銀山をᎼるための重要なᓎ割を持つ。 

また、大田市全体の観光を考える上からは、大田市への入ㄟみ客である年間約160万人

の約半数が石見銀山を訪れている状沦からも、三瓶山、温泉津温泉等を含めた大田市全体

の観光資源に来訪者を導く大田市の表₵関のᓎ割を有しなければならない。 

従って、今後はこの施設において石見銀山の⚫、解説はもとより、大田市内の観光地

へㆆを促し、この土地を訪れる人々に対し、この土地の地場産ຠ等の地域資源を広く⚫

するための⾆重な情報発ା基地とする必要がある。 

 

 

⑤⑤⑤⑤おもてなしのおもてなしのおもてなしのおもてなしの観点観点観点観点からのからのからのからの問題点問題点問題点問題点    

 土産物ደ・颏食店、特産ຠの不足ع 

観光の楽しみは、見学に加えて、「泊まる」、「食べる」、「⾈う」の3要⚛といわれており、

石見銀山における現状は、いずれもḩ足できる状沦ではない。来訪者から寄せられる不ḩ

の多くが、「⾈うところ（物）がない」、「食べるところがない」ということである。 

  石見銀山では、世界遺産登録前後に少なからず新規の出店があり、以前にᲧべれば土産

物や食事ಣについては増加しているが、やはり⛘対数が不足している。 

このことについては、主として民間の力を発ើすべき課題であるが、その前提となるⓨ

き家の⚫システムが不在であることなど、誘導手Ბび出店に関する調整指㊎をᣧᕆに

整備する必要である。 

また、行政としては世界遺産センター、観光᩺内所、ભᙑ所等の公共施設の有機的な連

携を図る必要がある。 

     

 ଢ⋉施設・ભᙑスポットの整備ع 

トイレ等のଢ⋉施設については整備が進められているが、町並みの中や銀山地区内では、
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既存のトイレの所在知が不足している。また、今後、の山ㄝの遺跡Ꮌりをする来訪

者の増加も予想され、トイレの設置について検討する必要がある。 

  また、「ᱠく観光」に対応した、町並みの中や㦖源ኹ間ᱠへのㆆᱠ道、市道沥いにભᙑす

る場所、ベンチ等の設置も必要である。 

 

 外国人への対応ع 

  世界遺産に登録され、今後増加が見ㄟまれる外国人への対応も重要な問題である。４言

語（⧷語・中国語（中国本土、台湾）・韓国語）のリーフレット、パンフレットが必要であ

り、説᧼についても検討を加える必要がある。 

また、外国語ガイドについては、通訳᩺内士という国家資格が必要であり、有料ガイド

は࿎㔍な状沦であるが、ボランティアガイドとして活動している団体もある。今後は、石

見銀山ガイドの会との連携を進め、行政支援も必要である。 

 

 

⑥⑥⑥⑥温泉津温泉津温泉津温泉津・・・・仁摩地区仁摩地区仁摩地区仁摩地区のののの世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産エリアエリアエリアエリアについてについてについてについて    

  温泉津地区についても、温泉津温泉街を中ᔃに多くの来訪者が訪れている。大森地区と

同᭽に地形的な問題もあり、飻ゞ場が不足している状沦である。しかし、新たな飻ゞ場用

地の確保については、࿎㔍が予想され、今後は、地元のᗧ向を調整しながら検討していく

必要がある。 

  町並み保存についてはᓢ々に進みはじめているが、魅力ある町並みの形成のためには地

元住民の協力がᰳかせない。また、町並みの中に新たな店⥩のዷ開が始まりつつあり、「温

泉」と「町並み」という強みを最大㒢活かし、Ⓧᭂ的にP4していく必要がある。 

  仁摩地区では㕴ヮ洁、石見ၔ跡がエリア指定さている。しかし、訪れる来訪者は大森地

区、温泉津地区とᲧセするとかなり少ないのが現状で、次の課題となる。 

  温泉津地区、仁摩地区（サンドミュージアムを含む）については、石見銀山と連結する

2次交通などこれからの課題も多い。 
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５５５５    石見銀山観光石見銀山観光石見銀山観光石見銀山観光のののの具体的対策具体的対策具体的対策具体的対策                                                                                     

 

 平成18年度に策定した大田市産業振興ビジョンにおいて、日本国内の世界遺産登録後の来

訪者の動向を、登録により来訪者が増加した#タイプ、大きな変化がない$タイプ、登録前

から減少向にあり登録後もその向が⛮続している%タイプの3つに区分し、石見銀山に

ついては、#タイプであると分ᨆしている。 

 しかし、登録から1年が経過し、ガサリン価格の高餴や世界的な経済ෂ機に見⥰われవ行

きについては不ㅘである。 

 このような状沦下で全国に数多くある観光地の中で生きᱷるのは「本物」であり、石見銀

山はච分にその要件を備えているが、現状の石見銀山であれば、「本物」をうまく表現できな

いままᕆ激に入ㄟみが減少にォじる可能性もある。 

 将来にわたって、石見銀山遺跡を「守り」「伝える」ためには、この時期に有効な対策を取

らなければ、世界遺産を持つ自治体の責任を果たせなくなってしまう。 

そのためにも来訪者に対して「おもてなし」のᔃをこめたサービスの提供をし、その対価

を得ることによる経済ᓴⅣの結果、⒢増を図り、遺跡の保⼔に係るコストを生み出す仕組

みづくりがᕆ務である。 

ここでは、持続可能な石見銀山遺跡を目指すための具体的対策を示すとともに事業主体を

示することとする。 

 

 石見銀山遺跡びㄝへの入ㄟみ客数の変化予測ع

１１１１））））入込入込入込入込みみみみ客数客数客数客数のののの傾向傾向傾向傾向    

  表 石見銀山びㄝの入ㄟみ客数の推移                （人） 

 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年（予想値） 

石見銀山（大森地区） 340,000 400,000 713,700 810,000 

 㦖源ኹ間ᱠ 56,567 95,260 363,152 370,000 

温泉津温泉 52,835 52,283 62,958 64,000 

仁摩サンドミュージアム 31,589 47,719 99,022 100,000 

 

上記表のとおり、世界遺産登録をᄾ機に入ㄟみ客数は颀べ的に増加している。特に大森地

区び㦖源ኹ間ᱠについては発的な増加と言える。温泉津温泉がᕆ増していないのは、宿

泊の施設中ᔃであるためである。仁摩サンドミュージアムについては、世界遺産登録と૬せ、
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コミック、ドラマ、ᤋ画と続いた「⍾時計」効果も大きな要࿃となり、颀べ的に入ㄟみ数が

増加した。 

 平成20年の数値については、あくまでも予想値であるが、大森地区、㦖源ኹ間ᱠについて

は、ガサリン価格ᕆ餴のᓇ㗀が出始めた8月以降、対前年の数値を下回る向があり、૬せ

て、㦖源ኹ間ᱠ行きバスの廃止のᓇ㗀も少なからずあるものと考えられる。 

 

 表 石見銀山（大森地区）、㦖源ኹ間ᱠ月別入ㄟみ客数             （人） 

平成18年 平成19年 平成20年 
 

㦖源ኹ間ᱠ 大森地区 㦖源ኹ間ᱠ 大森地区 㦖源ኹ間ᱠ 大森地区 

1月 993 4,200 4,200 6,000 12,106 23,700 

2月 1,076 4,500 2,254 5,700 5,626 13,500 

3月 4,128 17,300 11,799 21,100 31,870 66,800 

4月 5,254 22,000 14,809 27,500 34,869 97,500 

5月 14,501 60,900 26,018 73,000 44,051 113,100 

6月 6,887 28,900 16,189 34,600 27,633 65,400 

7月 7,208 30,300 28,763 50,100 29,933 60,300 

8月 16,134 60,600 63,625 113,300 58,087 117,800 

9月 8,238 41,800 52,174 85,700 36,830 69,600 

10月 12,578 52,800 56,391 95,700 34,448 71,600 

11月 14,715 61,800 65,550 152,500 40,000 75,000 

12月 3,548 14,900 21,380 48,500 15,000 35,000 

合計 95,260 400,000 363,152 713,700 368,453 809,300 

                   ̪平成20年11月び12月については推計値 

 

２２２２））））今後今後今後今後のののの入込入込入込入込みみみみ予測予測予測予測とととと目標目標目標目標    

 平成18年策定の大田市産業振興ビジョンによる今後の入ㄟみ客数の予測では、日本国内の

他の世界遺産の動向から、世界遺産登録後5年後である平成24年には大田市全体の入ㄟみ客

数が年間1,190千人から2倍の2,380千人に増加するとしている。 
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表 世界遺産登録地における来訪者数の推移（基準年＝登録年）大田市産業振興ビジョンより抜粋 

数値は％ タイプ#白山地、ደਭ島、白川ㇹ、グスク遺跡群 

 

 上記表の網掛け部分については、石見銀山遺跡と同タイプと分ᨆした、登録後入ㄟみ客が

増加した世界遺産である。 

 石見銀山遺跡の特徴的な点として、登録前年と登録年の増加率が 180％近いことが挙げら

れる。これは、この表にはないがᾢ野ฎ道についても同᭽な現⽎が起きており、昨今の世界

遺産ブームのᓇ㗀と、それまでの認知度がૐかったことが要࿃だと考えられる。 

 これらを総合的に್ᢿすれば、産業振興ビジョンで予測した平成24年に倍増となる数値を

石見銀山については登録後1年で既に達成したことになり、あるᗧ味約80万人前後の入ㄟみ

数がピークであるとも言える。 

 今後の目標については、これからの石見銀山遺跡の知名度の上による増加は見ㄟめる。

૬せて、三瓶山、温泉津温泉、仁摩サンドミュージアムとの連携を強めることにより大田市

全体での入ㄟみを増加させ、90 万人⒟度を目標値とし、最ૐラインとして昨年並みの約 70

万人から本年の見ㄟみである80万人の間を維持していきたい。 

 一方で、滞在時間の増や市内での宿泊を増やすことによる、市内消費額を増加させるなど、

⾰のォ឵も必要である。 

 

西暦 法隆寺 姫路城 
白神 

山地 
屋久島 

古都 

京都 
白川郷 

原爆 

ドーム 

厳島 

神社 

古都 

奈良 

日光 

社寺 

グスク遺

跡群 

1989 112 117 48 82 96 86 87 96 113 134 49 

1990 107 80 58 89 103 87 88 96 115 141 62 

1991 104 85 75 106 100 89 91 92 112 140 61 

1992 102 87 85 116 98 89 91 87 110 137 67 

1993 100 100 100 100 98 72 90 91 108 123 112 

1994 96 87 115 111 100 87 98 101 106 117 102 

1995 89 68 168 123 98 100 98 97 105 115 95 

1996 86 84 209 121 98 132 100 100 104 118 93 

1997 77 70 224 126 95 139 108 105 103 109 98 

1998 70 78 269 134 96 136 98 90 100 101 98 

1999 67 70 320 124 95 137 101 83 101 100 103 

2000 63 65 276 126 98 160 97 81 102 114 100 

2001 67 69 278 137 100 185 97 81 105 106 98 

2002 60 71 294 139 98 200 98 88 107 105 117 
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    具体的対策具体的対策具体的対策具体的対策عععع

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（（（（１１１１））））    人人人人・・・・環境環境環境環境にににに優優優優しいしいしいしい石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡へへへへ        

    

    

（（（（２２２２））））    石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡とととと三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする観光関連施設観光関連施設観光関連施設観光関連施設をををを結結結結ぶぶぶぶ2222次交通次交通次交通次交通のののの整備整備整備整備    

    

    

（（（（３３３３））））    プリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムのののの導入導入導入導入    

    

    

（（（（４４４４））））    他地域他地域他地域他地域とのとのとのとの連携連携連携連携    

    

    

（（（（５５５５））））    新新新新たなたなたなたな魅力魅力魅力魅力のののの創出創出創出創出    

    

    

（（（（６６６６））））    新新新新たなたなたなたな町並町並町並町並みみみみ利用策利用策利用策利用策のののの検討検討検討検討    

 

 

（（（（７７７７））））    温泉津温泉津温泉津温泉津・・・・仁摩地区仁摩地区仁摩地区仁摩地区のののの強化強化強化強化    

    

    

（（（（８８８８））））    「「「「穏穏穏穏やかさやかさやかさやかさ」」」」とととと「「「「賑賑賑賑わいわいわいわい」」」」がががが両立両立両立両立するするするする石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡へへへへ    
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（（（（１１１１））））人人人人・・・・環境環境環境環境にににに優優優優しいしいしいしい石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡へへへへ    

    

①①①①小型小型小型小型ラジオラジオラジオラジオをををを利用利用利用利用したしたしたした案内案内案内案内システムシステムシステムシステムのののの導入導入導入導入    →→→→    行政行政行政行政    

 わかりにくい遺跡といわれる石見銀山遺跡について、少しでもわかりやすくするための

方策として、ೋ期ᛩ資がᲧセ的価である携帯ラジオを利用した᩺内システムの導入や、

34コードなど+6ᛛ術を利用した方策を検討する。 

     

②②②②石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山パークアンドライドパークアンドライドパークアンドライドパークアンドライドについてについてについてについて    →→→→    行政行政行政行政・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会・・・・住民住民住民住民・・・・事業者事業者事業者事業者    

  住民生活を守り、結果的にはᔟㆡな観光をすることにつながるパークアンドライドにつ

いては引き続き実施していく。基本的な考え方には変ᦝはないが、改ༀが必要な場合には、

行政、住民、事業者と協議のうえ決定していく。 

 

③③③③環境対応型車両環境対応型車両環境対応型車両環境対応型車両のののの導入導入導入導入    →→→→    行政行政行政行政・・・・事業者事業者事業者事業者    

  「自然との共生」がキーワードである石見銀山遺跡として、世界遺産センターと大森地

内を結ぶ〝✢バスについては、バス事業者の協力を得ながら、ⅣႺ対応型ゞ両を導入しⅣ

Ⴚへの負⩄のシ減にദめる。 

  また、世界遺産センターの公用ゞなど公的ゞ両についても、ⅣႺ対応型ゞ両を導入につ

いて検討していく。 

 

④④④④龍源寺間歩龍源寺間歩龍源寺間歩龍源寺間歩へのへのへのへのアクセスアクセスアクセスアクセス    →→→→    行政行政行政行政・・・・事業者事業者事業者事業者・・・・住民住民住民住民    

  多くの来訪者が集中する㦖源ኹ間ᱠへは、平成20年10月以降は〝✢バスの廃止により、

ᓤᱠまたは自ォゞ等の手Ბにより見学できる状沦となっている。住民の生活の場でもある

石見銀山であり、住民のᗧ向は最大㒢ᤋさせていくことは必要なことである。 

  一方〝✢バス廃止により、㓚がいを持っている人、高齢者、小さな子ども連れの人等、

ᱠくことが࿎㔍な人にとっては、㕖Ᏹにㄆい行⒟となる。 

  㦖源ኹ間ᱠについては、基本的にはどなたでもⷩߏいただける施設であることから、  

住民との合ᗧ形成が必要となるが、人にもⅣႺにも優しい石見銀山を創り出すため、いわ

ゆる交通ᒙ者の方を優వする方法で、ⅣႺ㈩ᘦ型ゞ両を利用する新たなャㅍ手Ბの導入を

検討していく。 
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⑤⑤⑤⑤「「「「歩歩歩歩くくくく」」」」観光観光観光観光からからからから「「「「歩歩歩歩いていていていて楽楽楽楽しいしいしいしい」」」」観光観光観光観光へへへへ    →→→→    行政行政行政行政・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会・・・・事業者事業者事業者事業者    

  石見銀山全体をᝒえれば、「ᱠいて楽しい観光」を推進していかなければならない。また、

⾉自ォゞやベロタクシーなどを利用し、ᔟㆡにᢔ策できる仕掛けも必要であることから、

㔚動機付自ォゞの台数増を検討し、利ଢ性の向上にദめる。 

  また、㦖源ኹ間ᱠへ至るㆆᱠ道や市道沥いに点在する遺跡への誘導、浜水ኹ前ભᙑ所の

有効利用、ભᙑスポットの整備等により「ᱠいて楽しい観光」を創り上げる。 

    

⑥⑥⑥⑥来訪者来訪者来訪者来訪者にににに「「「「優優優優しいしいしいしい」」」」石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡へへへへ    →→→→    行政行政行政行政・・・・事業者事業者事業者事業者・・・・住民住民住民住民    

  Ⓩやかな住民生活の維持が前提条件であるが、やはり、来訪者に「優しい」石見銀山を

目指さなければ、リピーターの₪得につながらない。 

  来訪者に「優しい」とは、前ㅀの㦖源ኹ間ᱠへのアクセスの問題や、食事、土産物、ト

イレ、᩺内等のいわゆる直ធ的な「おもてなし」ができているかということと、⌀ᔃのこ

もった「おもてなしの᳇持ߜ」でおㄫえしているのかという点も重要な問題である。 

  地元大森町には、多᭽な考え方が存在し、その暮らしぶりも石見銀山の魅力の一つであ

る。しかし、現状の石見銀山は来訪者に「優しい」のか。「来訪者をㆬぶ町」をㆬᛯするの

か。議⺰は必要であるが、来訪者に「優しく」「ᇪびない」町を目指すべきであると考える。 

 

 ⑦⑦⑦⑦外国人来訪者外国人来訪者外国人来訪者外国人来訪者へのへのへのへの対応対応対応対応    →→→→    行政行政行政行政・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会    

外国人への対応として、多言語のパンフレットを成する。૬せて、᩺内⋴᧼も不備で

あるのでᣧᕆに対応する必要がある。また、ガイド機能を充実するためにボランティア団

体への活動支援も検討する。 

 

 

（（（（２２２２））））石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡とととと三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする観光関連施設観光関連施設観光関連施設観光関連施設をををを結結結結ぶぶぶぶ2222次交通次交通次交通次交通のののの整備整備整備整備    

三瓶山関連に記載 

 

    

（（（（３３３３））））プリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムのののの導入導入導入導入（（（（再掲再掲再掲再掲））））    →→→→    行政行政行政行政・・・・各有料施設各有料施設各有料施設各有料施設・・・・観光協会観光協会観光協会観光協会    

三瓶山関連に記載 
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（（（（４４４４））））他地域他地域他地域他地域とのとのとのとの連携連携連携連携    →→→→    行政行政行政行政 

   中国地方には広島県に 2 つの世界遺産があり、3 つの世界遺産をᎼるツアーの㉯成を

図る。とりわけ、教育旅行には最ㆡなコースとなり得ることから、広島県び関係市と

の連携を強化する。 

   また、㠽取県部から大田市まで構成する山㒶文化や、島根県内においても㋕の文

化を持つ㔕南地域との連携や、᧻ᳯ・出㔕との連携、石見地方との連携等島根県とも

協議をしながら連携強化を図る。 

 

 

（（（（５５５５））））新新新新たなたなたなたな魅力魅力魅力魅力のののの創出創出創出創出    →→→→    行政行政行政行政・・・・住民住民住民住民    

            世界遺産センターのフルオープンをᄾ機に、石見銀山はもとより、大田市観光の表₵

関のᓎ割を果たす必要がある。そのためには、旅行エージェントへの༡業活動や、Ⓧᭂ

的なP4が不可ᰳであり、関係部⟑との✎ኒな連携をとる。 

また、市道の山✢を⥩ⵝし、世界遺産センターからの山✢の⌑望ポイントへのㆆ

ᱠ道び྾㒙の設置を進める。૬せて、浜水⼱♖㍰所跡からの山へのㆆᱠ道も整備を

進め、大ਭ保間ᱠㄝの新たな魅力としてⅣႺ対応型ゞ両を導入したツアーの実施につ

いて検討を進める。 

   また、地元住民の協力をઔぎ、戸水などを利用したᛂߜ水や軒వでのભᙑなど、来

訪者にもⅣႺにもやさしい石見銀山の実現を図る。 

 

 

（（（（６６６６））））新新新新たなたなたなたな町並町並町並町並みみみみ利用策利用策利用策利用策のののの検討検討検討検討    →→→→    行政行政行政行政・・・・住民住民住民住民・・・・そのそのそのその他団体他団体他団体他団体    

            土産物ደ・颏食店の不足に対応するため、町並みのⓨき家利用について地元住民、物

件所有者、経済団体、0P1 法人等と協議の場を設け、仕組みづくりを検討する。このこ

とは、平成 18 年 3 月にまとめられた石見銀山行動計画においても示されており、ᣧᕆ

に取組む必要がある。 

長年かけて創り上げてきた町並みと調しつつ、やる᳇のある事業者への支援を行う

ことが求められている。 

   大森町、温泉津町には歴史的な民家など、新たな魅力を付加することが可能な資源が

ᢔ在しているおり、このようなᅢ条件をᦝに石見銀山の町並みの魅力を߭きだすために

活用する仕組みをり上げていくことが⢄要である。 
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   また、無⒎ᐨな開発を㒐ぐために、住民の自主性や主体性によって、世界遺産に߰さ

わしいⅣႺを創り出すための協の仕組みづくりがᕆ務である。 

    

    

（（（（７７７７））））温泉津温泉津温泉津温泉津・・・・仁摩地区仁摩地区仁摩地区仁摩地区のののの強化強化強化強化    →→→→    行政行政行政行政・・・・住民住民住民住民・・・・事業者事業者事業者事業者    

温泉津・仁摩地区については、沍泊や㕴ヮ洁など顪光ᇪで史跡として価値の高い資

源を有効活用できていないのが現状である。両地区への対策を強化することは、新たな

石見銀山遺跡の魅力の提供につながる。 

今後、世界遺産に指定された両地区のポイントについて、新たな誘客を図るために、

旅行エージェント、石見銀山ガイドの会とタイアップし、新たな旅行ຠの⽼ᄁをき

かける。  

   温泉津温泉については、その地形的な要࿃から飻ゞ場の不足が ᔨされているので、 

住民にも来訪者にも「優しい」町であるためにはどうしたら⦟いのかという視点で、「温

泉津版パークアンドライド」の導入も視野に入れ、行政・住民が一体となって取組んで

いく必要がある。 

  また、小規模ながらテスタルジーḷれる旅館街は情緒にḷれ、⦟⾰な温泉にもᕺまれ

ており多くの宿泊客が訪れている。この㔓࿐᳇を維持しつつ、ᦝに宿泊客の増に繋げる

ために、地元温泉街と大田市観光協会などが協議を進め、◲ᤃな宿泊予約のシステム化

を検討していく。 

町並み保存事業の進もᓢ々にではあるが進められており、新たな店⥩ዷ開もあり旅

館だけではない温泉津の町並みが創られ始めている。 

宿泊だけでないᤤ間の観光を含めた町とするよう検討を重ߨて、大森地区と温泉津地

区の「二つの町並み」をキーワードにⓍᭂ的にP4をすることにより誘客に繋げていく。 

また、世界遺産として㕖Ᏹに価値の高い街道がそれߙれにあり、街道を利用したトレ

ッキングにも大きな魅力があり、街道を観光資源として大いに活用したい。 

   仁摩地区については、大森地区と温泉津地区にまれた地理的に有利な面を最大㒢利

用し、㕴ヮ洁、サンドミュージアム、ℙヮ泺を利用したዷ開が必要である。これについ

ては、「豊富な地域資源の有効活用」の㗄に記載する。    
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（（（（８８８８）「）「）「）「穏穏穏穏やかさやかさやかさやかさ」」」」とととと「「「「賑賑賑賑わいわいわいわい」」」」がががが両立両立両立両立するするするする石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山へへへへ    →→→→    行政行政行政行政・・・・市民市民市民市民    

   世界遺産登録以降大森町民の生活は一変し、生活ⅣႺは登録前とは格Ბに変化した。

石見銀山観光を考える上で、地元住民と協を進める必要がある。 

   もߜろん、石見銀山遺跡は地元住民だけの地域ではなく、人顜共通の遺産であり、そ

の価値を伝えていく必要もあり、経済面でみても魅力的な地域となり、多くの来訪者が

訪れる地域となっている。 

   持続可能な石見銀山遺跡とするためにも、「Ⓩやかさ」と「賑わい」が両立する石見銀

山遺跡を目指していく。 
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６６６６    三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山エリアエリアエリアエリアのののの現状現状現状現状                                                                                                 

    

■■■■三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山エリアエリアエリアエリアのののの現状現状現状現状    

・大山㓝ጘ国立公園の指定要件にもなった’による’野景観をはじめとする自然・景観、

温泉、多ᓀな観光・交流施設などの観光資源の豊かさ、体験交流事業に関わる人的資源

の豊かさを活かし、““““ẢẢẢẢいいいい””””と““““癒癒癒癒しししし””””を提供する「⨲ේ景観と温泉のやすらぎⓨ間」

と位置付けられ、本市の観光振興の中で大きなᓎ割が期待できる。 

 

・石見銀山ㄝには宿泊機能が少ないことから、石見銀山を訪れる観光客を滞在型に誘導

するためにも、石見銀山（大森・仁摩・温泉津）エリアの温泉津温泉とともに三瓶山エ

リアの宿泊施設は重要なᓎ割を担っている。 

 

・のේ・東のේ・北のේ・三瓶温泉からの登山道、東のේの観光リフトを利用した登山

も中高年層を中ᔃに数多く訪れる。 

 

・のේの「三瓶山山㣽の’場」の自然景観、「Ἣ入れ」、「さんべ山開き」、「クロスカン

トリー大会」等のቄ▵行事・イベントによる集客もある。 

 

・北のේは、三瓶自然館「サナメル」、「小⼺ේၒ沕林公園」を拠点とした三瓶フィールド

ミュージアムを構成しており、特に三瓶自然館「サナメル」は平成18年には約118,000

人の利用を得ている。また、北のේㄝのバンガローやキャンプ場等の野外施設と三瓶

温泉施設とのⲢ合により、温泉の機能性を付加した野外活動の場として、そのメリット

をච分に生かした集客を進めていかなければならない。また、北三瓶地区は山村⇐学の

拠点として取り組んでいる実❣もあり、都市と田⥢の交流拠点හߜ田⥢ツーリズムの拠

点機能としての整備び三瓶温泉浴と森林浴と健康回復と温泉の効果を活用した予㒐医

学の機能の発ើにより魅力創出のᓎ割を担っている。 

 

・三瓶温泉は、かん߸の宿が民間の宿泊施設に生まれ変わり、国民宿⥢「さんべ荘」とと

もに、引き続き主要な宿泊機能を担っている。こうした宿泊機能と予㒐医学の観点を中

ᔃとした健康増進機能を連携させて三瓶温泉の集客力の向上を図る必要がある。北のේ

の「三瓶㕍少年交流の家」は主に教育研修施設としての宿泊機能とᓎ割を担っており、
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教育旅行の誘致వの߭とつとして、あるいは、体育、文化活動の合宿機能としての活用

に効果的である。 

 

三瓶山エリアにおける観光関連施設・イベント等の要は、以下のとおりである。 
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国立公園三瓶山国立公園三瓶山国立公園三瓶山国立公園三瓶山におけるにおけるにおけるにおける資源一覧資源一覧資源一覧資源一覧    

項項項項    目目目目    名名名名    称称称称    概概概概    要要要要    最近最近最近最近のののの状況状況状況状況    

施施施施    設設設設    ミラドールミラドールミラドールミラドールさんべさんべさんべさんべ    
ｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄ運行時運行時運行時運行時にににに営業営業営業営業するするするする施設施設施設施設。。。。それそれそれそれ以外以外以外以外のののの時期時期時期時期はははは自自自自

動販売機等動販売機等動販売機等動販売機等でのでのでのでの営業営業営業営業。。。。鉄骨造鉄骨造鉄骨造鉄骨造2222階建階建階建階建694.7694.7694.7694.7㎡。㎡。㎡。㎡。    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数：：：： 47,229 47,229 47,229 47,229人人人人    

    さんべさんべさんべさんべ温泉温泉温泉温泉スキースキースキースキー場場場場    
東東東東のののの原原原原のののの天然雪天然雪天然雪天然雪ｽｷｰｽｷｰｽｷｰｽｷｰ場場場場。。。。観光観光観光観光ﾘﾌﾄﾘﾌﾄﾘﾌﾄﾘﾌﾄがががが、、、、冬期冬期冬期冬期、、、、ｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄｽｷｰﾘﾌﾄ

となるとなるとなるとなる。。。。2222基基基基813m813m813m813m    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 171,072: 171,072: 171,072: 171,072人人人人    

    東東東東のののの原観光原観光原観光原観光リフリフリフリフトトトト    
東東東東のののの原原原原からからからから大平山大平山大平山大平山までのまでのまでのまでのリフトリフトリフトリフト。。。。1111基基基基856m856m856m856m    

    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 111,469: 111,469: 111,469: 111,469人人人人    

    西西西西のののの原原原原レストハウスレストハウスレストハウスレストハウス    
土産物土産物土産物土産物・・・・食堂食堂食堂食堂。。。。三瓶三瓶三瓶三瓶そばがそばがそばがそばが名物名物名物名物。。。。鉄骨造平屋建鉄骨造平屋建鉄骨造平屋建鉄骨造平屋建412.5412.5412.5412.5

㎡㎡㎡㎡    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 105,749: 105,749: 105,749: 105,749人人人人    

    

    太平山休憩所太平山休憩所太平山休憩所太平山休憩所    
太平山太平山太平山太平山のののの休憩所休憩所休憩所休憩所。。。。ここからここからここからここから眺眺眺眺めるめるめるめる室室室室のののの内内内内はははは素晴素晴素晴素晴らしらしらしらし

いいいい。。。。    

    

    三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館サヒメルサヒメルサヒメルサヒメル    
自然系博物館自然系博物館自然系博物館自然系博物館。。。。三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山ののののﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ﾀｰｾﾝﾀｰﾀｰｾﾝﾀｰﾀｰｾﾝﾀｰﾀｰｾﾝﾀｰもももも兼兼兼兼ねるねるねるねる。。。。    

    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 508,496: 508,496: 508,496: 508,496人人人人    

    北北北北のののの原原原原キャンプキャンプキャンプキャンプ場場場場    
家族連家族連家族連家族連れなどでれなどでれなどでれなどで賑賑賑賑わうわうわうわうｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌﾟ゚゚゚場場場場。。。。ｵｰﾄｻｲﾄｵｰﾄｻｲﾄｵｰﾄｻｲﾄｵｰﾄｻｲﾄ、、、、ｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌｷｬﾝﾌﾟ゚゚゚ｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄ

などなどなどなど。。。。    

HHHH15151515～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 105,749: 105,749: 105,749: 105,749人人人人    

    三瓶三瓶三瓶三瓶こもれびのこもれびのこもれびのこもれびの広場広場広場広場    
ｹﾋｹﾋｹﾋｹﾋﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ、、、、ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｰﾍｰﾍーﾍｰﾍﾞ゙゙゙ｷｭｰｷｭｰｷｭｰｷｭｰ、、、、食堂食堂食堂食堂、、、、売店売店売店売店、、、、木工館木工館木工館木工館、、、、公園公園公園公園。。。。    

    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 328,154: 328,154: 328,154: 328,154人人人人    

    三瓶青少年交流三瓶青少年交流三瓶青少年交流三瓶青少年交流のののの家家家家    
宿舎宿舎宿舎宿舎、、、、体育館体育館体育館体育館、、、、武道館武道館武道館武道館、、、、グランドグランドグランドグランド、、、、三瓶自然体験三瓶自然体験三瓶自然体験三瓶自然体験なななな

どどどど合宿合宿合宿合宿にもにもにもにも活用活用活用活用できるできるできるできる社会教育施設社会教育施設社会教育施設社会教育施設。。。。    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 309,056: 309,056: 309,056: 309,056人人人人（（（（宿泊宿泊宿泊宿泊））））    

50,46150,46150,46150,461人人人人（（（（日帰日帰日帰日帰））））    

    三瓶小豆原埋没林公園三瓶小豆原埋没林公園三瓶小豆原埋没林公園三瓶小豆原埋没林公園    
小豆原地区小豆原地区小豆原地区小豆原地区でででで発見発見発見発見されたされたされたされた約約約約3,5003,5003,5003,500年前年前年前年前のののの埋没林埋没林埋没林埋没林をををを

保存展示保存展示保存展示保存展示。。。。    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数: 250,410: 250,410: 250,410: 250,410人人人人    

三瓶小豆原縄文三瓶小豆原縄文三瓶小豆原縄文三瓶小豆原縄文のののの森公園森公園森公園森公園    
埋没埋没埋没埋没林公園林公園林公園林公園にににに隣接隣接隣接隣接。。。。古代古代古代古代ハスハスハスハス池池池池があるがあるがあるがある。。。。花見頃花見頃花見頃花見頃にはにはにはには

色鮮色鮮色鮮色鮮やかなやかなやかなやかなハスハスハスハスがががが楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる。。。。    

        

    

国民宿舎国民宿舎国民宿舎国民宿舎さんべさんべさんべさんべ荘荘荘荘    

三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉のののの宿宿宿宿。。。。平成平成平成平成16161616年年年年、、、、平成平成平成平成20202020年年年年にににに将棋将棋将棋将棋のののの王将王将王将王将

戦戦戦戦をををを開催開催開催開催。。。。地元地元地元地元のののの利用利用利用利用（（（（入湯入湯入湯入湯、、、、食事食事食事食事））））もももも多多多多くくくく、、、、国民国民国民国民

宿舎宿舎宿舎宿舎としてとしてとしてとして運営運営運営運営しているしているしているしている。。。。鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンコンコンコン造造造造2222階建階建階建階建････木造木造木造木造

平屋建平屋建平屋建平屋建3,896.13,896.13,896.13,896.1㎡㎡㎡㎡    収容人員収容人員収容人員収容人員 106 106 106 106人人人人    

H15H15H15H15～～～～H19H19H19H19利用者数利用者数利用者数利用者数:91,363:91,363:91,363:91,363人人人人（（（（宿泊宿泊宿泊宿泊））））    

421,798421,798421,798421,798人人人人（（（（入湯入湯入湯入湯、、、、日帰日帰日帰日帰））））    

    

    四季四季四季四季のののの宿宿宿宿さひめさひめさひめさひめ野野野野    

三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉のののの宿宿宿宿。。。。民間企業民間企業民間企業民間企業がががが旧旧旧旧かんぽのかんぽのかんぽのかんぽの宿宿宿宿をををを買取買取買取買取しししし

07.0407.0407.0407.04からからからから開始開始開始開始。。。。    鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンコンコンコン造造造造3333階建階建階建階建5232.35232.35232.35232.3㎡㎡㎡㎡            

収容人員収容人員収容人員収容人員    130130130130人人人人    

H18H18H18H18利用者数利用者数利用者数利用者数:22,143:22,143:22,143:22,143人人人人((((宿泊宿泊宿泊宿泊) 28,921) 28,921) 28,921) 28,921

人人人人（（（（入湯入湯入湯入湯、、、、日帰日帰日帰日帰））））    

《《《《参考参考参考参考;;;;旧旧旧旧かんぽのかんぽのかんぽのかんぽの宿宿宿宿》》》》    

    湯元旅館湯元旅館湯元旅館湯元旅館    
三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉のののの宿宿宿宿。。。。このこのこのこの宿宿宿宿のののの風呂風呂風呂風呂もももも源泉源泉源泉源泉かけかけかけかけ流流流流しでしでしでしで、、、、温温温温

泉通泉通泉通泉通がががが全国全国全国全国からからからから訪訪訪訪れるれるれるれる    

        

    薬師湯薬師湯薬師湯薬師湯    
三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉のののの外湯外湯外湯外湯。。。。源泉掛源泉掛源泉掛源泉掛けけけけ流流流流しししし。。。。            

    亀亀亀亀のののの湯湯湯湯    
三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉のののの外湯外湯外湯外湯。。。。源泉掛源泉掛源泉掛源泉掛けけけけ流流流流しししし。。。。            

自自自自    然然然然    三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山    

三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山はははは主峰主峰主峰主峰・・・・男三瓶男三瓶男三瓶男三瓶（（（（1111,,,,126m126m126m126m））））をはじめをはじめをはじめをはじめ、、、、女三瓶女三瓶女三瓶女三瓶

（（（（957m957m957m957m）、）、）、）、子三瓶子三瓶子三瓶子三瓶（（（（961m961m961m961m）、）、）、）、孫三瓶孫三瓶孫三瓶孫三瓶（（（（907m907m907m907m））））などのなどのなどのなどの峰峰峰峰    
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自自自自    然然然然        
がががが室室室室のののの内内内内とととと呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる火口火口火口火口をををを囲囲囲囲んでんでんでんで環状環状環状環状にににに配列配列配列配列してしてしてして

いるいるいるいる。。。。    

    

    東東東東のののの原原原原    

大平山大平山大平山大平山のののの斜面斜面斜面斜面をををを利用利用利用利用したしたしたした斜面斜面斜面斜面はははは、、、、冬季冬季冬季冬季にはにはにはにはスキースキースキースキー場場場場

となるとなるとなるとなる。。。。春春春春はははは放牧牛放牧牛放牧牛放牧牛をををを見見見見ながらながらながらながら山菜摘山菜摘山菜摘山菜摘みみみみ、、、、夏夏夏夏はははは涼涼涼涼をををを

求求求求めてめてめてめて観光観光観光観光リフトリフトリフトリフトでででで大平山山頂大平山山頂大平山山頂大平山山頂からのからのからのからの展望展望展望展望がががが楽楽楽楽しししし

めるめるめるめる。。。。秋秋秋秋はははは女三瓶女三瓶女三瓶女三瓶、、、、室室室室のののの内内内内のののの紅葉紅葉紅葉紅葉もももも楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる。。。。    

    

    西西西西のののの原原原原    

三瓶山表玄関三瓶山表玄関三瓶山表玄関三瓶山表玄関であるであるであるである西西西西のののの原原原原。。。。約約約約60ha60ha60ha60haのののの広大広大広大広大なななな草原草原草原草原

風景風景風景風景がががが楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる。。。。約約約約40404040頭頭頭頭のののの放牧牛放牧牛放牧牛放牧牛がのんびりとしがのんびりとしがのんびりとしがのんびりとし

たたたた雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気をををを醸醸醸醸しししし出出出出しますしますしますします。。。。樹齢樹齢樹齢樹齢400400400400年年年年をををを越越越越すすすす定定定定めのめのめのめの

松松松松はははは石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山のののの初代奉行大久保石見守初代奉行大久保石見守初代奉行大久保石見守初代奉行大久保石見守がががが一里塚一里塚一里塚一里塚とととと

してしてしてして植植植植えたものえたものえたものえたものとととと伝伝伝伝えられているえられているえられているえられている。。。。    

    

    北北北北のののの原原原原    

三瓶三瓶三瓶三瓶のののの拠点拠点拠点拠点となったとなったとなったとなった北北北北のののの原原原原にはにはにはには三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館サヒメサヒメサヒメサヒメ

ルルルル、、、、三瓶三瓶三瓶三瓶こもれびのこもれびのこもれびのこもれびの広場広場広場広場、、、、北北北北のののの原原原原キャンプキャンプキャンプキャンプ場場場場などがなどがなどがなどが

集集集集まるまるまるまる観光観光観光観光スポットスポットスポットスポット。。。。全国植樹祭全国植樹祭全国植樹祭全国植樹祭、、、、育樹祭育樹祭育樹祭育樹祭もここもここもここもここ北北北北

のののの原原原原でででで開催開催開催開催されたされたされたされた。。。。周辺周辺周辺周辺にはにはにはには姫逃池姫逃池姫逃池姫逃池がありがありがありがあり、、、、カキツカキツカキツカキツ

バタバタバタバタがががが群生群生群生群生しししし、、、、三瓶自然林三瓶自然林三瓶自然林三瓶自然林をををを気軽気軽気軽気軽にににに楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる遊歩道遊歩道遊歩道遊歩道

もももも整備整備整備整備されているされているされているされている。。。。    

    

    登山道登山道登山道登山道    
三瓶山登山道三瓶山登山道三瓶山登山道三瓶山登山道としてとしてとしてとして、、、、東東東東のののの原原原原、、、、西西西西のののの原原原原、、、、北北北北のののの原原原原、、、、三三三三

瓶温泉瓶温泉瓶温泉瓶温泉コースコースコースコースがあるがあるがあるがある。。。。    

    

    浮布池浮布池浮布池浮布池    
悲恋伝説悲恋伝説悲恋伝説悲恋伝説のののの残残残残るるるる池池池池。。。。歌人柿本人麻呂歌人柿本人麻呂歌人柿本人麻呂歌人柿本人麻呂もももも句句句句をををを詠詠詠詠んでいんでいんでいんでい

るるるる。。。。ﾚﾝﾀﾙﾎﾚﾝﾀﾙﾎﾚﾝﾀﾙﾎﾚﾝﾀﾙﾎﾞ゙゙゙ｰﾄｰﾄーﾄｰﾄ、、、、ﾍﾍﾍﾍﾟ゚゚゚ﾝｼｮﾝﾝｼｮﾝﾝｼｮﾝﾝｼｮﾝありありありあり。。。。    

        

定定定定めのめのめのめの松松松松    

一里塚一里塚一里塚一里塚としてとしてとしてとして植植植植えられたえられたえられたえられた。。。。初代初代初代初代石見銀山奉行大久保石見銀山奉行大久保石見銀山奉行大久保石見銀山奉行大久保

長安長安長安長安がががが植樹植樹植樹植樹したとしたとしたとしたと伝伝伝伝えられているえられているえられているえられている老松老松老松老松でででで、、、、樹齢樹齢樹齢樹齢360360360360

年年年年をををを超超超超えるえるえるえる。。。。    

        

    

室室室室のののの内内内内・・・・室室室室のののの内池内池内池内池    
三瓶山噴火口三瓶山噴火口三瓶山噴火口三瓶山噴火口とされるくぼとされるくぼとされるくぼとされるくぼ地地地地。。。。底部底部底部底部にはにはにはには室室室室のののの内池内池内池内池とととと

呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる火口湖火口湖火口湖火口湖があるがあるがあるがある。。。。    
        

    姫逃池姫逃池姫逃池姫逃池    
悲恋伝説悲恋伝説悲恋伝説悲恋伝説のののの残残残残るるるる池池池池。。。。ここにあるここにあるここにあるここにあるカキツバタカキツバタカキツバタカキツバタ群落群落群落群落はははは県県県県

指定天然記念物指定天然記念物指定天然記念物指定天然記念物（（（（S43S43S43S43）。）。）。）。    

        

    三瓶山自然林三瓶山自然林三瓶山自然林三瓶山自然林    約約約約100100100100㌶㌶㌶㌶のののの自然林自然林自然林自然林。。。。国指定天然記念物国指定天然記念物国指定天然記念物国指定天然記念物（（（（S44S44S44S44）。）。）。）。            

イベントイベントイベントイベント    三瓶高原三瓶高原三瓶高原三瓶高原ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ大会大会大会大会    
毎年毎年毎年毎年８８８８月下旬開催月下旬開催月下旬開催月下旬開催。。。。    H19.08.17H19.08.17H19.08.17H19.08.17実施実施実施実施    1,3061,3061,3061,306名参加名参加名参加名参加（（（（ｳｫｰｸﾗﾝｳｫｰｸﾗﾝｳｫｰｸﾗﾝｳｫｰｸﾗﾝ

参加者含参加者含参加者含参加者含むむむむ））））    

    クリーンクリーンクリーンクリーン三瓶三瓶三瓶三瓶    
毎年毎年毎年毎年５５５５月第月第月第月第３３３３日曜日開催日曜日開催日曜日開催日曜日開催。。。。二十数回実施西二十数回実施西二十数回実施西二十数回実施西のののの原中心原中心原中心原中心

にににに清掃活動清掃活動清掃活動清掃活動    

H19.05.20H19.05.20H19.05.20H19.05.20実施実施実施実施    約約約約180180180180名参加名参加名参加名参加        

        さんべさんべさんべさんべ山開山開山開山開きききき    
毎年毎年毎年毎年４４４４月第月第月第月第４４４４日曜日開催日曜日開催日曜日開催日曜日開催。。。。二十数回実施二十数回実施二十数回実施二十数回実施。。。。山頂山頂山頂山頂にてにてにてにて

神事神事神事神事ありありありあり。。。。    

H19.04.22H19.04.22H19.04.22H19.04.22実施実施実施実施    例年約例年約例年約例年約400400400400名参加名参加名参加名参加    

西西西西のののの原原原原のののの火入火入火入火入れれれれ（（（（野焼野焼野焼野焼きききき））））    
三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの防火対策防火対策防火対策防火対策とととと草原維持草原維持草原維持草原維持をををを目的目的目的目的としとしとしとし、、、、約約約約10ha10ha10ha10ha

のののの草地草地草地草地をををを焼焼焼焼くくくく。。。。    

        

        

さんべさんべさんべさんべ祭祭祭祭    
青少年交流青少年交流青少年交流青少年交流のののの家家家家、、、、三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館三瓶自然館、、、、木工館木工館木工館木工館のののの共催共催共催共催。。。。        毎年毎年毎年毎年10101010月下旬開催月下旬開催月下旬開催月下旬開催    
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食食食食    三瓶三瓶三瓶三瓶そばそばそばそば    
三瓶在来種三瓶在来種三瓶在来種三瓶在来種によるによるによるによる風味風味風味風味のあるそばのあるそばのあるそばのあるそば。。。。三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの黒黒黒黒ぼくぼくぼくぼく

（（（（火山灰火山灰火山灰火山灰））））がががが栽培栽培栽培栽培にににに適適適適しているしているしているしている。。。。    

        

    ホロホロホロホロホロホロホロホロ鳥料理鳥料理鳥料理鳥料理    

キジキジキジキジ科科科科のののの鳥鳥鳥鳥。。。。フフフフランスランスランスランスではではではでは、、、、食鳥食鳥食鳥食鳥のののの女王女王女王女王とととと呼呼呼呼ばれてばれてばれてばれて

高級食材高級食材高級食材高級食材としてとしてとしてとして愛愛愛愛されてきたされてきたされてきたされてきた。。。。さんべさんべさんべさんべ荘荘荘荘でででで味味味味わうこわうこわうこわうこ

とがとがとがとが出来出来出来出来るるるる。。。。    

        

くりくりくりくり園園園園    
三瓶三瓶三瓶三瓶のののの秋秋秋秋のののの味覚味覚味覚味覚。。。。            

    

ジンギスカンジンギスカンジンギスカンジンギスカン    
三瓶高原三瓶高原三瓶高原三瓶高原ののののイメージイメージイメージイメージにあうにあうにあうにあう、、、、地元食堂地元食堂地元食堂地元食堂によるによるによるによる名物料名物料名物料名物料

理理理理    

    

資資資資    源源源源    曳曳曳曳きききき馬馬馬馬    
西西西西のののの原定原定原定原定めのめのめのめの松周辺松周辺松周辺松周辺でででで曳曳曳曳きききき馬馬馬馬にににに乗馬乗馬乗馬乗馬するするするする。。。。子子子子どもにどもにどもにどもに

人気人気人気人気。。。。    

    

    牛牛牛牛のののの放牧放牧放牧放牧    
西西西西のののの原原原原におけるにおけるにおけるにおける肉用牛肉用牛肉用牛肉用牛のののの放牧放牧放牧放牧。。。。        

    三瓶温泉泉源三瓶温泉泉源三瓶温泉泉源三瓶温泉泉源    
孫三瓶孫三瓶孫三瓶孫三瓶とととと日影山日影山日影山日影山のののの間間間間にありにありにありにあり、、、、毎分毎分毎分毎分3,0003,0003,0003,000㍑㍑㍑㍑のののの湧出量湧出量湧出量湧出量

をををを誇誇誇誇るるるる。。。。    
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７７７７    三瓶山観光再生三瓶山観光再生三瓶山観光再生三瓶山観光再生をををを図図図図るるるる上上上上でのでのでのでの問題点問題点問題点問題点およびおよびおよびおよび課題課題課題課題                                                    
    

（（（（１１１１））））三瓶観光三瓶観光三瓶観光三瓶観光におけるにおけるにおけるにおける問題点問題点問題点問題点のののの整理整理整理整理    

平成 19 年における石見銀山遺跡の世界遺産登録による三瓶観光への沿効果は部分

的と見られているが、これらを生み出した要࿃は、立地的な側面よりも、観光地として

の一体ᗵのᰳ⪭の方がより深ೞである。実際に、北のේの諸施設がオープンした平成14、

15 年度は年間 80 万人以上の入ㄟ客数をっていたが、それをピークに一ᣤ大幅に減少

したのߜ、現在は年間60万人前後とほ߷ᮮばいで推移している。また、来訪者の消費㊄

額は確実にジウンしており、三瓶全体の観光入規模は減少の一ㅜであることは間違い

ない。それに加え、ここ数年の三瓶温泉街の宿泊施設の廃業も重なり、地元住民にとっ

てᘠれ親しんできたはずの三瓶山から足が㆙のき、観光一元客にとってもお目当ての施

設以外にㆆしないピンポイント観光地という位置づけになってしまっている。 

つまり、三瓶観光における最大の課題とは、「観光地として一体的な取り組みがない㧩

個々がバラバラの活動をしている」ことであり、言い឵えるならば、石見銀山中ᔃ部（大

森地区）から〒㔌があり、アクセスが悪いことが回ㆆしてこない主たる理↱ではなく、

それ以前に、三瓶観光地内、び石見銀山と三瓶、または市全体における一体ᗵがない

と言える。以下、基本的な４つの問題点を挙する。 

 

①①①①    パンフレットパンフレットパンフレットパンフレットのののの統一性統一性統一性統一性がないがないがないがない        

まず⽎徴的な問題点は、ㆆのための“バイブル”となる基本パンフレットが存在し

ないことである。もߜろん、施設別、目的別のパンフレットはあるが、県・市・施設ߏ

とにりㄟみがバラバラであり、⛔一ᗵが全くない。 

このような背景には᭽々な問題点が㓝されているが、そもそも三瓶観光全体の「コン

セプト」がないことが最大の理↱である。⺕に、どのように、どんな形で一日、数日を

過ߏして᰼しいか、というメッセージが全くない。「あるがままの自然の中で、られた

観光施設を、北のේでも、のේでも、東のේでも、どうߏߙ自↱におい下さい」と

いう⒟度の発ାに⇐まっており、三瓶観光としての“おもてなしᗵ”がない。 

 

②②②②    各組織各組織各組織各組織のののの一体感一体感一体感一体感がないがないがないがない        

次に、三瓶観光の関係者とは、「国立三瓶㕍少年交流の家」をㆇ༡するޡ国国国国ޢ（⁛立行

政法人国立㕍少年教育振興機構）、「サナメル」「ၒ沕林公園」「北のේキャンプ場」等の

施設を保有するޡ県県県県ޢ（財団法人三瓶フィールドミュージアム財団）、そして、ޡ市市市市ޢが保

有する「こもれび館」「木Ꮏ館」「市༡ケビン」をㆇ༡受⸤するޡ大田市大田市大田市大田市森林組合森林組合森林組合森林組合ޢ、「さ
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んべ荘」「スキー場（リフト・ミラドールさんべ）」「のේレストデウス」を保有・ㆇ༡

するޡ大田市保養施設管理大田市保養施設管理大田市保養施設管理大田市保養施設管理公社公社公社公社ޢ、そしてޡ大田市大田市大田市大田市ޢがあり、その他にも三瓶温泉協会三瓶温泉協会三瓶温泉協会三瓶温泉協会、

Ꮏ振興会Ꮏ振興会Ꮏ振興会Ꮏ振興会、民間企業民間企業民間企業民間企業・・・・店主店主店主店主、、、、自治会自治会自治会自治会、、、、個人個人個人個人などが浔在している。 

石見銀山遺跡の世界遺産登録をㄫえても、三瓶観光全体のめた協議がなされていな

い状沦は、❑割り組❱のᑷኂといえる。 

これらの状ᘒのᛂ開策としては、関係者の連⛊協議会といったゆるやかなし合いの

場から開始するだけでは解決に時間がかかりすぎることが予測される。従来の分ᨆでは、

立地的、アクセス的に、世界遺産登録の沿効果がૐいという見方も強いが、観光地の

立地・デード面よりも人材・サフト面の課題に起࿃するところが大きいと言わざるを得

ない。自主的な連携体制をるには、第三者的な観光・レジャーのኾ㐷家を加え、再生

の中ᔃ責任者（実〣者）を決めることから始める必要がある。 

 

③③③③    三瓶内連携三瓶内連携三瓶内連携三瓶内連携のののの不足不足不足不足            

三瓶山全体のコンセプトが希⭯なためであるが、に自家用ゞを基本に自↱回ㆆをさ

せるならば、⋴᧼・サイン計画のᎿᄦが必要であり、逆に、ᓤᱠ・トレッキング等の“ᱠ

きᑫり”を基本とするならば、ㆆシャトルバスㆇ行などのᎿᄦが必要である。つまり、

個々の施設に来たお客᭽が他の施設へㆆしやすいようなデードとサフトのᎿᄦがない

㒢り、いくらモデルコースをっても機能洋ㅘしていかない。モデルコースづくりとセ

ットで推進しなければならない施策は、例えば、東南北やテーマ別でエリアのゾーン

を色分けしたり、〝地の⨲花を区分けしたり、また、地図や道〝上での〒㔌表示を目立

たせたり、⚦かくೞんだり、観光施設共通割引チケットやフリーパス等を導入したり、

各種実験をしながら、顡客のჿを聞く機会を設けて、一層のᎿᄦを重ߨていく必要があ

る。 

 

④④④④    ターゲットターゲットターゲットターゲットのののの不在不在不在不在            

これも同᭽に全体コンセプトと連動するが、三瓶観光の客層ターゲットがバラバラで

ある。多くの観光地にありがߜな“訪れるみんな”にḩ足して᰼しい、という方美人

的なメッセージは通用しない時代であり、“どんなライフスタイルの人”に最も強いメッ

セージを発ାするかが、ターゲットとなる。小学ᩞの子ども時代から三瓶山にᘠれ親し

んだ「地元住民」に対するメッセージと、石見銀山遺跡を目的とした「回ㆆ観光客」に

対する表現方法はそもそも異なるものである。また、セグメント別（分顜別）でも、小
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中学生の修学旅行団体をターゲットにするᛂߜ出し方や、中高年層のトレッキング層を

ターゲットにᛂߜ出す方法、子連れブミリー層の 2 泊、3 泊滞在型をターゲットにす

る方策など、個々の施設がバラバラで行うのではなく、三瓶観光全体としてのターゲッ

トの優వ㗅位化、ㆡ正シェアの見ᭂめが必要である。 

 

（（（（２２２２））））国立公園国立公園国立公園国立公園とととと世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産がががが共存共存共存共存・・・・共栄共栄共栄共栄するまちとしてするまちとしてするまちとしてするまちとして取取取取りりりり組組組組むべきむべきむべきむべき方向性方向性方向性方向性    

本来、観光には、地域の光である優れた特色・価値をりとして示すこと、その光と

ᔃをㄟめて観るᗧ味合いがあり、その一体化が⚛᥍らしい「旅」の成立となる。教育（修

学）旅行をこの点からᝒえると地域おこしの視点から新たなṶ出が求められる。そのた

めに、地域の伝⛔・文化・歴史・産業等を機ゲとした学習⚛材の開発が重要な㎛をីっ

ている。 

その基本となるのが「体験」であり、その体験の中ᔃとなるのが交流活動である。そ

こに携わる方々との語らいや人々の知ᕺや歴史を知ることが重要であり、このような

人々とのᔃの交流から新たなる地域の文化が生まれるのである。 

本市では既に、「人と自然」「都市と農村漁村」「子どもから高齢者」をキーワードと

した߭とづくりを基本コンセプトに、農家の家族の一員となっての農業体験、き、

キャンプ、楽等の地域に伝わる伝ᛚ文化体験など年間を通じた山村⇐学事業をዷ開し

ている。 

地域活性化をめざす上では、こうした体験を基本とした㕍少年との交流活動すなわߜ

教育旅行等は地域活性化には不可ᰳであり、大きく⽸₂するとᝒえている。よって、本

市の施策として、「観光の発ዷ」「経済効果への沿」「地域教育の振興」を地域活性の大

きなᩇと標榜する。 

このような状沦の中、国立公園三瓶山と世界遺産石見銀山遺跡が共存する本市は、世

界遺産の地、石見銀山への来訪者の滞在地として三瓶温泉や温泉津温泉を「「「「石見銀山癒石見銀山癒石見銀山癒石見銀山癒

しのしのしのしの宿宿宿宿」」」」と位置づけ、それߙれが持っている能力をච二分に活かし、三瓶全体߭いては

本市全体のホスピタリティーを高めていかなければならない。特に、石見銀山遺跡を訪

れる観光客を三瓶山エリアへ確実な誘導を図り、三瓶山の持つ資源を活用した地域活性

化をめざさなければならない。 
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（（（（３３３３））））三瓶観光三瓶観光三瓶観光三瓶観光のののの再生再生再生再生のののの方向性方向性方向性方向性    

①①①①    中核施設中核施設中核施設中核施設のののの立地調査立地調査立地調査立地調査をををを吟味吟味吟味吟味しししし、、、、かつかつかつかつ、、、、おもてなしおもてなしおもてなしおもてなし人材計画人材計画人材計画人材計画のののの立案立案立案立案にににに期待期待期待期待        

三瓶山エリアの課題の背景には、強力な中ᩭ施設がないことも理↱の１つであり、現

在、ᔒ学地区に「地域資源活用交流促進施設」の整備を計画している。この点について

は、しっかりとした立地調査、需要調査に基づく計画立᩺が条件である。地元⧯手人材

の登用や、他地域からのኾ㐷人材の₪得なども計画Ბ㓏から取り入れ、「三瓶観光おもて

なし人材計画」の成するべきである。 

これからの観光は、自然・施設などの“モテ”を目的とした対応ではなく、その人物

にまた会いたいという“ナト”を目的とした観光地に生まれ変わることこそが三瓶観光

の再生条件となる。 

 

②②②②    観光観光観光観光ミニミニミニミニ・・・・インフォメーションセンターインフォメーションセンターインフォメーションセンターインフォメーションセンターとととと観光観光観光観光コンシェルジェコンシェルジェコンシェルジェコンシェルジェ育成育成育成育成へへへへ    

また、少なくとも東南北４▎所に「観光ミニ・インファメーションセンター」が必

要である。新設である必要はなく、既存施設のறらに目立った⋴᧼を置くだけでも⦟く、

大切な点はサフトとしての㈩置される中ᩭ人材の養成である。例えば、既存施設に所ዻ

する⧯手・中ၷ⡯員から公募し、三瓶観光再生プロジェクトチームを発足し、三瓶観光

コンセプト・ワークショップを進め、⍴期的には東南北の４地区の共同パンフレット

りと⛔一インファメーションセンターづくりから開始することも検討に値する。  

三瓶観光はその広さから、コンパクトな観光にまとめ上げるのが㔍しく、目的別でㆬ

ᛯ⢇も異なるため、モデルコース設定だけに⇐まらず、「カスタムメイド・コース」を

れる人材育成も重要であると考える。その日のᄤ候、イベントの有無などをᾫ知し、お

客さまの年齢、経験、༵ᅢ性などの特性を㐓みて“その日・その人に合った三瓶観光”

を提᩺できることが大切であり、観光コンシェルジェ人材が㈩置されることで、全体の

⛔一ᗵが生まれてくるものと期待される。 

 

③③③③    ターゲットターゲットターゲットターゲット別別別別のののの集客力集客力集客力集客力にににに向向向向けたけたけたけた企画強化策企画強化策企画強化策企画強化策    

観光産業におけるトレンド・キーワードԘ～Ԡで取り上げたように、新しい観光はᓢ々

に各地で取り組み始められており、後手になればなるほどその集客力はૐくなってしま

う。例えば、ヘルス・ツーリズム（健康観光）における基本戦略は、まずㄝ住民を対

⽎としたᔀᐩ的なモデルづくりをవ行させ、住民の健康増進と医療費抑制の関係を立⸽

していく必要がある。 
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一方、対外客向けには三瓶山の特徴を活かし、ミドルライト登山との組み合わせなど

のメニューづくりも重要で、トレッキングガイドや三瓶山ミニ・ツアー（ೋ･中･上⚖✬）

等を主催していく企画対応力も求められる。つまり、温泉療法医の確保に加え、温泉保

養士・コーディネータ人材の育成をవ行させるべきである。 

その他のターゲットとしては、北のේを中ᔃとした「小中学生修学旅行」向けの充実

企画、「ブミリーキャンプ」向けの特別企画、「食のトライアスロンラリー（⡺✬、そ

ば✬）」等の食クーポン共通特ౖなど、今後検討していく必要がある。 
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８８８８    三瓶山観光再生三瓶山観光再生三瓶山観光再生三瓶山観光再生のののの具体的対策具体的対策具体的対策具体的対策                                                                                    

    

  前ㅀの問題点を〯まえて設定した課題解決に向け、変化予測と目標を定め、より具体的

な対策を示すと共に事業実施主体を示することとする。 

 

 三瓶への入ㄟみ客数び観光消費額の変化予測と目標 ع

１１１１））））    直接効果直接効果直接効果直接効果    

三瓶への平成19年度の入りㄟみ客数は日帰り499千人、宿泊91千人、合計590千人で

あるが、宿泊率が15％⒟度とૐく、通過型観光地の利用形ᘒとなっている。 

 

  表 三瓶山への入りㄟみ客数の推移                （単位：千人） 

年（平成） 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

日帰り 540 522 512 529 679 753 549 555 545 499 

宿泊 60 58 78 61 61 57 51 45 45 91 

計 600 580 590 590 740 810 600 600 590 590 

前年Ყ(％) 㧙 �3.3 1.7 r0 25.4 9.5 �25.9 r0 �1.7 r0 

 

観光客一人当たりの消費額としては、日帰りについては島根県の平ဋ値の約7割⒟度の

4,000円、宿泊については島根県の平ဋ値の約9割⒟度の23,000円とし、観光消費額を推

定すれば約40.9億円となる。 

 

表 観光客一人当たりの消費額と観光消費額の推計値のᲧセ      （単位：円） 

区分 
島根県 

（一人当たり） 

大田市 

（一人当たり：推定） 

大田市 

観光消費額 
備考 

県内客 3,445 

県外客 8,266 日帰り 

平ဋ 5,855 

4,000 20.0億 

 

県内客 18,525 

県外客 32,284 宿泊 

平ဋ 25,404 

23,000 20.9億 

 

   40.9億  

 

また、平成18年度大田市産業振興ビジョンによれば、石見銀山遺跡の世界遺産登録によ

る効果として、登録後5年後に市全体の入りㄟみ客数が年間1,190千人から2倍の2,380

千人に増加するとしている。このうߜ、約10％の100千人⒟度を三瓶山に誘客し、ᦝに「健

康づくり」、「アウトドア」の取り組みを充実させることで50千人⒟度を同᭽に誘客するこ
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とをめざし、基準年での入りㄟみ客数のિび率を25％と想定する。宿泊率も現在と同᭽の

約15％で維持されるならば、平成25年度の入りㄟみ客数は日帰り625千人、宿泊115千

人、合計740千人に増加するものと推定される。このときの観光消費額は51.2億円となる。

また、入りㄟみ客数の増加による経済効果については、国立公園三瓶山と石見銀山遺跡の

世界遺産登録効果による地域ブランド力の向上により、一人当たりの観光消費額が30％⒟

度上がると定すれば、日帰り32.5億円、宿泊34.4億円、合計66.9億円となり現在の約

1.6倍の観光入を得ることが可能となる。 

 

２２２２））））    他産業他産業他産業他産業へのへのへのへの経済波及効果経済波及効果経済波及効果経済波及効果    

平成 18 年度大田市産業振興ビジョンにおいて実施した産業連関に関する調査より▚定

された本市の主要観光産業（宿泊・物⽼・颏食・ㆇャ業）の経済沿効果の分ᨆ結果を用

い、今後本市の産業連関構ㅧが変化しないと定すれば、వに推定した平成25年度時点で

の66.9億円の観光消費額による本市内への経済沿効果は83.7億円と推定され、その内

訳は下表に示すとおりである。 

 

  表 平成19年度の観光消費額による経済沿効果の推定  （単位：億円） 

 観光消費額 一次効果 二次効果 総合効果 

農林水産業 0 2.32721 0.53579 2.86300 

ㅧ業 0 1.29653 1.81596 3.11249 

ᑪ設業 0 0.20859 0.02863 0.23722 

観光業 40.9 38.80592 3.71781 42.52373 

サービス業 0 0.34765 2.10226 2.44991 

計 40.9 42.98590 8.20045 51.18635 

 

  表 平成25年度の観光消費額による経済沿効果の推定  （単位：億円） 

 観光消費額 一次効果 二次効果 総合効果 

農林水産業 0 3.80661 0.87639 4.68300 

ㅧ業 0 2.12073 2.97036 5.09109 

ᑪ設業 0 0.34119 0.04683 0.38802 

観光業 66.9 63.47472 6.08121 69.55593 

サービス業 0 0.56865 3.43866 4.00731 

計 66.9 70.31190 13.41345 83.72535 

 

３３３３））））    雇用効果雇用効果雇用効果雇用効果    

現状においては、国立公園三瓶山における資源一ⷩに示す観光関連施設をはじめとする

各種施設における雇用のほか、地元店や農業関連（㈼農、⡺用‐颓育、Ⓑが中ᔃ）従
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事者が主である。前ㅀのとおり、入りㄟみ客の増加によって、観光産業はもߜろんのこと、

農林水産業、ㅧ業への経済沿効果が大きく現われることが期待されている。三瓶山全

体として32億円を超える経済効果を推定する中で、新たな雇用が見ㄟまれており、地域活

性化につなげるよう取り組んでいかなければならない。 

 

４４４４））））    目標目標目標目標    

以上の分ᨆを〯まえ、基準年（平成25年度）の目標を以下のとおり設定し、三瓶の観光

再生に向けた具体的対策の基本とする。 

 

  表 経済効果等基準年目標数値 

㗄目 平成19年度 
基準年 

（平成25年度） 
備考 

直ធ効果 590千人 740千人 1.25倍 

直ធ経済効果 40.9億円 66.9億円 1.6倍 

他産業への経済効果 51.2億円 83.7億円 1.6倍 

雇用効果 140人 160人 1.15倍 

  泃1）雇用効果については、観光関連施設に雇用される従業員数とする。 

 

  表 雇用効果対⽎施設                      （単位：人） 

施設名 平成19年度 基準年（平成25年度） 備考 

ミラドールさんべ 4 4  

東のේ観光リフト 4 4  

のේレストデウス 1 1  

三瓶自然館サナメル 10 12  

北のේキャンプ場 5 7  

三瓶こもれびの広場 7 9  

三瓶㕍少年交流の家 25 25  

三瓶小⼺ේၒ沕林公園 3 3  

国民宿⥢さんべ荘 40 43  

྾ቄの宿さ߭め野 37 45  

湯元旅館 3 5  

⮎Ꮷ湯・の湯 1 2  

    

合計 140 160  
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■■■■    具体的対策具体的対策具体的対策具体的対策    

    

     

（（（（１１１１））））温泉資源温泉資源温泉資源温泉資源をををを活用活用活用活用したしたしたした健康健康健康健康づくりのづくりのづくりのづくりの拠点化拠点化拠点化拠点化 →→→→    民間民間民間民間・・・・行政行政行政行政 

 

（（（（２２２２））））地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設のののの整備整備整備整備    →→→→    行政行政行政行政    

 

（（（（３３３３））））アウトドアアウトドアアウトドアアウトドアのののの拠点拠点拠点拠点づくりづくりづくりづくり    →→→→    行政行政行政行政    

    

（（（（４４４４））））教育旅行教育旅行教育旅行教育旅行のののの推進推進推進推進    →→→→    行政行政行政行政    

    

（（（（５５５５））））三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの景観景観景観景観のののの保全保全保全保全とととと市有地市有地市有地市有地のののの有効活用有効活用有効活用有効活用    →→→→    民間民間民間民間・・・・行政行政行政行政    

                                   

（（（（６６６６））））公社所有公社所有公社所有公社所有のののの観光関連施設取得及観光関連施設取得及観光関連施設取得及観光関連施設取得及びびびび管理管理管理管理 →→→→    行政行政行政行政・・・・大田市保養施設管理公社大田市保養施設管理公社大田市保養施設管理公社大田市保養施設管理公社 

    

（（（（７７７７））））石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡とととと三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする観光関連施設観光関連施設観光関連施設観光関連施設をををを結結結結ぶぶぶぶ2222次交通次交通次交通次交通のののの整備整備整備整備    

→→→→    行政行政行政行政・・・・民間民間民間民間 

  （（（（８８８８））））的確的確的確的確なななな情報発信情報発信情報発信情報発信    →→→→    行政行政行政行政・・・・大田市観光協会大田市観光協会大田市観光協会大田市観光協会 

 

  （（（（９９９９））））大田市大田市大田市大田市へのへのへのへの交通機関別交通機関別交通機関別交通機関別アクセスアクセスアクセスアクセス経路経路経路経路のののの設定設定設定設定・・・・提示提示提示提示    →→→→    行政行政行政行政 

    

（（（（10101010））））モデルモデルモデルモデル観光観光観光観光ルートルートルートルートのののの設定設定設定設定・・・・提示提示提示提示 →→→→    行政行政行政行政    

    

（（（（11111111））））プリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムのののの導入導入導入導入 →→→→    行政行政行政行政・・・・民間民間民間民間    

    

（（（（12121212））））推進体制推進体制推進体制推進体制    →→→→    民間民間民間民間・・・・行政行政行政行政    
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（（（（１１１１））））温泉資源温泉資源温泉資源温泉資源をををを活用活用活用活用したしたしたした健康健康健康健康づくりのづくりのづくりのづくりの拠点化拠点化拠点化拠点化    

ฎくから人々は温泉のもつ体によい保健用を経験的に知って医療や保養に利用してい 

る。 

「ฎ事記」や「日本書♿」にもすでに温泉の効能が記されており、ᳯ戸時代には「湯治」 

という形で広く保養に利用されてきた。すなわߜ「湯治」は᳇候ⅣႺの異なる温泉地にォ 

地し、日Ᏹの生活で⫾Ⓧしたストレス状ᘒからᔃりを解したり、情報交឵の場でもあっ 

たという保養の効果をච分に活用していた。 

健康生活面から、温泉には大きく㧞つの機能がある。医Ꮷが温泉∛㒮等で行う「医療」 

と「ભ養・保養」である。「医療」にはᘟ性∔患に対する治療やリデビリテーションが含ま

れる。「ભ養」は日Ᏹ生活から出るᔃりの∋ഭやストレスを取り㒰くことで、時間で言えば

１～㧟日くらいを要する。 

「保養」はભ養に加え、体調を整え健康を維持したり体力を増進させる等、Ⓧᭂ的な健

康づくりを行うことで、１ㅳ間以上を必要とする。従って温泉療養は、「医療」と「ભ養・

保養」を合わせたᔨで、ここで用いられる手Ბや方法が「温泉療法」である。最近では、

෩ኒな医療への応用よりも、楽しくᔟㆡに行うことができ、しかも医⑼学的なⵣ付がある

健康維持、体力増強、生活習ᘠ∛の予㒐等一次二次予㒐の面でのᗧ⟵がクローズアップさ

れてきている。 

多くの温泉地では温泉水に体を洋す温泉浴とભᕷが主流であるが、温水プールでの水中

ㆇ動やスポーツ、࿐の森林浴、海岸でのᱠ行ㆇ動、ヘルシーメニューや⮎⤝を提供する

食事療法、ガーデニングセラピー、アロマセラピーなどを上手く組み合わせ、地域の特性

を活かしたⶄ合健康保養温泉療法が理想形であり、温泉療養にしい医Ꮷの指導や協力は

不可ᰳとなる。 

 

①①①①    温泉療法温泉療法温泉療法温泉療法のののの目的目的目的目的    

1) 予㒐医学的      γ)生活習ᘠのリスク要࿃を㒰き、予㒐法を体得する。 

              δ)Ⓧᭂ的健康づくりの方法を教育・指導・体験する。 

              ε)∔患のᣧ期発見とᣧ期治療を行う。                     

 

2) リデビリテーション  γ)体へのㆇ動負⩄に対するㆡ応能力を高める。 

              δ)♖的なㆡ応能を高める。 

              ε)仕事、家ᐸなど社会的ストレスより解させる。 

 

3) ᘟ性∔患に対して   γ)生体の自ᓞ応と㒐ᓮ能力を改ༀする。 

              δ)㓚ኂ機能の改ༀを図り、健康増進を増強する。 



 39 

              ε)⮎等による基␆治療法を最小㒢にしたり中止させる。 

              ζ)療養期間の長期化を㒐ぐ。 

              η)∔患に対するㆡ切な治療法を指導し⸠✵する。 

              θ)ᔃりの過✕ᒛや∛᳇による社会的不ㆡ合を㒐ぐ。 

 

②②②②    三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉三瓶温泉におけるにおけるにおけるにおける具体的温泉活用具体的温泉活用具体的温泉活用具体的温泉活用プランプランプランプラン    

1) 地域資源活用交流促進施設（国立公園三瓶山センターまたは三瓶ヘルスセンター）の

整備～農林水産省農山漁村活性化プロジェクト事業の活用 

   ާ設置予定▎所 三瓶温泉街ި 

2) 三瓶山エリアの魅力を再発見 

エコロジー米、野⩿、わさび、山⩿等の地域産ຠと結びついた生㞲ຠや加Ꮏຠの⽼ᄁ

スペースを確保するとともに、三瓶山が有する地域資源、හߜ温泉、自然、楽等の伝

⛔文化等を組み合わせ利用者をㄫえる場として、温泉療法活用型の交流施設を設ける。

現在、三瓶山エリアに不足している地域産ຠ、加Ꮏຠの⾼入の場の提供となるとともに、

特に温泉療法の場としてさんべ荘等との連携を強くすることによって、三瓶温泉の健康

づくりの拠点としてのᓎ割を確化させることとする。 

 

3) 市内医療機関（大田市立∛㒮等）との連携 

温泉を活用してのᘟ性∔患に対する治療、機能回復やリデビリテーション、♧ዩ∛や

メタボリック症候群等の成人∛予㒐の指導実Ṷ、健康⸻ᢿの実施の場等、ኾ㐷医の指導

するメニューや健康回復プログラムを開発し、医療機関の施設と宿⥢と上記整備予定の

施設により健康づくりのシステムが੨受できるⅣႺと体制を整えることとする。 

 

4) 宿泊施設との連携 

ભ養は日Ᏹ生活から出るᔃりの∋ഭを取り㒰くことで㧞～3 日の日⒟が必要である。

また保養はભ養に加え、体調を整え、健康を維持したり体力を増進させる等Ⓧᭂ的な健

康づくりを行う必要性があることから１ㅳ間以上のコースがㆡ当となる。こうした健康

増進、元᳇回復プログラムを成し、さんべ荘などの宿泊施設に宿を取らせながら、新

たに整備予定の施設との連携により、現在の社会が求めるリフレッシュや癒しのⓨ間や

滞在による時間をṶ出した三瓶温泉を創出し、新たなる利用者をㄫえ入れる。 

 

5) ⮎⤝等を提供する食事療法 

三瓶山に豊富に存在する྾ቄ折々の山野⨲を利用して、健康ᔒ向が強く、ジイエット
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にも寄ਈする本格的な⮎⤝料理の提供をᔃがけ、成人∛やᘟ性∛の予㒐に⽸₂する食事

療法を三瓶温泉の大きなᓎ割として位置づける。 

 

6) 森林浴・登山との組合せと連携 

三瓶のᢳ面はᤘ４㧟年に国のᄤ然記ᔨ物に指定されており、山㒶地方の代表的なේ

始林の一つである。人に荒らされたことのない自然のᬀ物園はᬀ物に興味関ᔃの⭯い人

でもḩ足度はᭂめて高い。また中高齢者を中ᔃに興味が高まっている登山は、一で約

㧢時間⒟度の❑〝がΌᔟᗵを呼び起こし、登山客が⛘えない。これらの自然ⅣႺや᮸

木から発ᢔされるフィトンチッド効果による森林浴と温泉浴を効果的に組み合わせたコ

ースづくりを進める。 

 

7) 三瓶や石見銀山の自然や歴史に関する学習との組合せと連携 

癒しやリフレッシュ効果を求めこうした場所に期待を寄せるൕഭ者あるいはᾫ年層は、

近年㕖Ᏹに多くなってきている。石見銀山には世界の産銀のかなりの部分をまかない❥

ᩕした歴史、三瓶山には、最後の㧟千㧡⊖年前のἫ山活動により形成されたၒ沕林等が

存在しまたㄝには数々の歴史や文化が宿っている。こうした自然や歴史、文化を「石

見銀山学」ᚗいは「三瓶学」として、利用者の興味を膨らませ、ᔃりの機能回復に⽸₂

するためのプログラムやコースを設定する。 

 

8) ガーデニングセラピー、アロマセラピーの機能と組合せ・連携など 

健康づくりの拠点として、温泉と医療のⶄ合の他にᔃりのリフレッシュに効果のある

各種取組を組み合わせることで楽しくᔟㆡな温泉療養の場としての機能強化を図る。 
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（（（（２２２２））））地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設地域資源活用交流促進施設（（（（国立公園三瓶山国立公園三瓶山国立公園三瓶山国立公園三瓶山センターセンターセンターセンター））））のののの整備整備整備整備    

エコロジー米、野⩿、わさび、山⩿等の地域産ຠと結びついた生㞲ຠや加Ꮏຠの⽼

ᄁスペースを確保するとともに、三瓶山が有する地域資源、හߜ温泉、自然、楽等

の伝⛔文化等を組み合わせて伝える場として、交流施設を設ける。現在、三瓶山エリ

アに不足している地域産ຠ、加Ꮏຠの⾼入の場の提供となるとともに、さんべ荘等三

瓶温泉の颏食・宿泊施設の地元産ຠ⾼入をᦝに進める。 

 

（（（（３３３３））））アウトドアアウトドアアウトドアアウトドアのののの拠点拠点拠点拠点づくりづくりづくりづくり    

国立公園三瓶山をはじめとする本市には、とりわけ中高年齢者に泃目が高まってい

る登山やトレッキングにㆡ度な開ᗵがḩ༛可能な三瓶山❑〝（❑完約㧢時間

⒟度）を三瓶東のේ⚝道を経↱すればシⵝでもႊ能することが可能なコースを有して

いる他、三瓶を取り巻く自然ㆆᱠ道は（石見銀山地区も含めることが可能）デイキン

グ、トレッキング、サイクリング、コースによっては、マウンテンバイクも可能なⅣ

Ⴚを有している。 

  また、自然体験、アウトドアの拠点に位置付けている北のේゾーンには、オートキ

ャンプサイト７㧟区画、一般サイト１㧟㧜区画、ケビンについては市༡が７、県༡

１㧟の他、多目的ホールやᄁ店を備えた管理やシャワー、ランドリー、トイレ等

設備を有し、そして、間近に三瓶温泉をបえ、近㓞では顜のない温泉がすぐ近くにあ

る北のේキャンプ場を有しており、島根県び中国地区ではዮ指のステージをって

いる。この優れた機能を充分に活かし、北のේキャンプ場を拠点として、前ㅀのデイ

キングやトレッキング、サイクリングなどを体験し、また、㓞ធする三瓶㕍少年交流

の家、三瓶自然館や木Ꮏ館の用ᗧする᭽々な体験プログラムを活用することにより、

自然との߰れあいやⅣႺ学習の楽しみを一層体ᗵすることができる。 

さらには、「ೋめてのキャンプ教室」や「親子で楽しむアウトドア教室」などをⓍ

ᭂ的に開催することにより、新たな利用者、リピーターの₪得に繋げ、「アウトドア

の宝ᐶ三瓶」というイメージを定着させていくことが重要である。 

また、三瓶ㄝの観光施設との連携は必㗇であり、キャンプ場利用者に対して、三

瓶温泉をはじめとする優れた資源を有する三瓶山全体の⦟さをḩ༛させる仕組みを

構築し、とかく、キャンプ場の利用のみで完結しがߜな利用者を、三瓶山をㆆさせ

ることに繋げていくことが必要である。 

そのためには、各施設の一体的な取り組みが必要であり、のේ、東のේ、そして
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三瓶温泉にそれߙれ施設の保有を目指す本市において、北のේ地区、とりわけ北のේ

キャンプ場のさらなる有効活用について検討する必要がある。 

 

（（（（４４４４））））教育旅行教育旅行教育旅行教育旅行のののの推進推進推進推進    

 昨今の教育旅行は従来の観光型から学習型・体験型に大きく方向ォ឵されており、 

世界遺産石見銀山、国立公園三瓶山をᛴえる大田市にとっては、大きなチャンスと言

える。 

 まず、三瓶山の資源である大自然をベースに、三瓶自然館、国立三瓶㕍少年交流の

家等と連携をとり、実際に自分たߜでណった山野⨲をったᄤ߲らづくりや、北のේ

の自然観察〝での野㠽観察会、キャンプ場での新㞲な食材をった食事づくり、ᤊⓨ

観察会など᭽々な体験学習の機会がある。 

 また、石見銀山の歴史を学習することをメニューに加えることによりᦝにㆬᛯ⢇を

増やすことができ、三瓶山と石見銀山を組合せることにより市内での宿泊の可能性が

広がり、広島のේドーム、෩島社、そして石見銀山の㧟つの世界遺産をᎼるコー

ス設定も可能である。 

また、大田市が現在行なっている山村⇐学制度との連携も想定される。小規模ᩞの

教育旅行を誘致し、山村⇐学のメニューを体験するなど、現在の大田市が行なってい

る仕組みの中での取り組みも可能である。 

 教育旅行に取組むことによって、経済効果も少なからず得ることは出来るが、都会

に住む子どもたߜに対する「田⥢に対する理解」を促し、そして、地元の人々との߰

れあいによって大田市を「第㧞の߰るさと」としてᗧ識させることにより、将来の交

流人ญの大に向けてዷ開をしていくことも必要である。 

今後、島根県とともに༡業活動に取り組み、教育旅行を推進し新たなターゲットの

₪得に繋げていく。 

 

（（（（５５５５））））三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの景観景観景観景観のののの保全保全保全保全とととと市有地市有地市有地市有地のののの有効活用有効活用有効活用有効活用    

①①①①    三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの景観景観景観景観のののの保全保全保全保全    

  ・洆ᏓᳰㄝのⅣႺ整備について、地元自治会等と連携を取りながら、三瓶山を⌑望す
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る⛘ᅢの景観をᏱに維持し、ᳰの࿐をᎼるㆆᱠ道の設置なども検討する。また、三

瓶山の全体の景観の保全を図り、三瓶の魅力を高めていく。 

 

②②②②    三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山のののの麓麓麓麓にあるにあるにあるにある浮布池周辺浮布池周辺浮布池周辺浮布池周辺にににに広広広広がるがるがるがる約約約約４０４０４０４０hahahahaのののの山林山林山林山林のののの活用活用活用活用    

・都市住民の自然体験、農業体験の場を確保するとともに、観光農園（バラ・ᩙ・リ

ンガ・ブルーベリー）や⾉付農園等による都市住民の滞在・宿泊ニーズに応えるメニ

ューの開発。（三瓶温泉宿泊施設での長期割引宿泊メニュー、地元農家によるグリー

ンツーリズムの導入、北のේの教育研修施設での宿泊、キャンプ場の利用も含め、合

宿等の多᭽なニーズに対応する。） 

③③③③    三瓶上山地区三瓶上山地区三瓶上山地区三瓶上山地区のののの市有地市有地市有地市有地のののの活用活用活用活用    

        ・市有地（林）の有効活用の観点から、市外在住者に土地を⾉出し、ある⒟度自↱に

うことを認め、定住化に繋げていく方策も検討していく必要がある。 

 

（（（（６６６６））））公社所有公社所有公社所有公社所有のののの観光関連施設取得及観光関連施設取得及観光関連施設取得及観光関連施設取得及びびびび管理管理管理管理    

①①①①    大田市保養施設公社所有大田市保養施設公社所有大田市保養施設公社所有大田市保養施設公社所有のののの施設施設施設施設のののの取得取得取得取得とととと管理管理管理管理についてについてについてについて    

    公社が所有する観光関連施設には、さんべ荘、ᦺ日ᐻ、⚝道（リフト）、ミラドール

さんべ、のේレストデウス、温泉管理所がある。 

国立公園三瓶山と世界遺産石見銀山を擁する本市にとって観光振興を推進し、交流人

ญを増加し、外⽻₪得を標榜し地域の活力を創り育てて行く上で必要不可ᰳであり、こ

れを活用しなくては当地域の存在にすらᓇ㗀を߷し振興を㒖ኂするほどの資源であ

る。こうしたⅣႺ下にあって、国立公園三瓶山に存在する国民宿⥢さんべ荘は、豊富な

湯㊂をる三瓶温泉を泉源とする㧞つの宿泊施設のうߜの一つであり、宿泊者並びにભ

ᙑ者を含めて年間１㧜万人の滞在者を受け入れており、施設は、大浴場を中ᔃに㔺ᄤ顪

ํ、ᛂたせ湯、ジェット顪ํ、㊍湯等、温泉ᗲᅢ者の関ᔃを引く魅力を備え、宿泊定員

１㧜㧢名の地元利用をも含めた三瓶温泉を代表する宿泊施設である。加えてさんべ荘は

登山道が近ធしており登山はトレッキングᚗいは森林浴等を目的とした宿泊客には

利ଢ性の高い拠点施設として利用する上でᭂめて都合の⦟いⅣႺに位置している。 

続いてのේレストデウスにおいては、三瓶山の中⣻に広がる代表的な景観を有する

のේの⨲ේに位置し、三瓶山への入りㄟみ客をㄫえる表₵関のᓎ割を有している。こ

こはㄝの農業生産者との連携を図るᅢㆡ地であり、生産される産ຠを⽼ᄁするばかり

でなく、地域の食材を調理、加Ꮏしてもてなす颏食施設として、その機能の強化を図る



 44 

ことが今後ᦝに求められている。また、ここでは’が⋓んであり、その’が㓶大な

⨲ේ景観をつくり出しており、⨲ේの中における交流やᙑいの場所として活用されなけ

ればならない。 

リフトについては、東のේに設置されており、国立公園三瓶山への登山び❑コー

スの入りญとして機能している。同時に྾ቄ折々に三瓶の変化に富んだ自然ⅣႺを活用

して楽しむことが出来るアウトドアスポーツの拠点施設としてᰳかすことの出来ない

ミラドールさんべを整備している。࿐の広大な⨲ේは౻期Ⓧ㔐時には、東のේスキー

場として機能するポテンシャルを有している。ᦝにミラドールさんべは、観光リフトの

ㆇォを支え、リフトを利用する利用者のભᙑ施設として機能している。温泉管理所は、

三瓶温泉の泉源管理施設であり温泉資源を活用する上では不可ᰳな施設である。なお、

大森に大田市保養施設管理公社が経༡しているᦺ日ᐻについては、施設は民間からの⾓

⾉物件でありその経༡を民間等へ⼑渡すべきと考える。 

以上公社が有する施設は、三瓶山を訪れる観光客や温泉入浴者、登山客をはじめとす

るアウトドアをᔒ向する現代人はもߜろんのこと島根県民のᙑいの場として、いずれも

重要なᓎ割が期待される施設であり、世界遺産石見銀山とともにることのできる本市

の地域資源と位置づけなければならない。 

その上で今後は、「温泉をゲとした医療と地域資源の連携と活用」「アウトドアの活動

拠点」といった考え方を国立公園三瓶山が向かうべき地域振興の両輪のベクトルとして

位置づけ、いずれの施設ともそのベクトル推進に際してᰳかせぬ要⚛とᝒえなおし地域

振興につなげて行く必要があるものと考えている。 

 

②②②②    市市市市によるによるによるによる観光関連施設観光関連施設観光関連施設観光関連施設のののの取得管理取得管理取得管理取得管理    

・基本的には公設民༡型のㆇ༡とし、指定管理者制度を導入し、指定管理者を定め、民

間活力を活かした地域づくりを進める。 

・⋉性がਲしく、公⋉性が高い施設び事業は、市の直༡、業務ᆔ⸤によるㆇ༡も検

討する。 

  

③③③③    各部門各部門各部門各部門のののの施設施設施設施設・・・・運営面運営面運営面運営面のののの現況分析現況分析現況分析現況分析とととと対応策対応策対応策対応策のののの方向性方向性方向性方向性    

ここでは、各部㐷別の現状分ᨆと課題出、ならびに今後の対応策の方向性を示すこ

ととする。 
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1) 1) 1) 1) さんべさんべさんべさんべ荘荘荘荘            

平成7年と平成14年の増改築・新築により合計約3億3,000万円の事業費をᛩ入して

いるが、その後も単⁛༡業利⋉では㤥ሼを出し続けている（見見見見かけかけかけかけ上上上上のののの㤥ሼ㤥ሼ㤥ሼ㤥ሼ）。ところ

が、全体経༡状ᘒの悪化により、平成11年以降は（部㐷）減価ఘළをしておらず、年間

推計2,500～3,000万円、9年間で2億円以上の未ఘළ⚥計がある（⚦は財務データ参

ᾖ）。ここでは⚦計▚は行わないが、正当な減価ఘළ計上並びに管理費付ᦧなどを実施

しても「単⁛㤥ሼ」は確保されている状ᘒと推定される（実⾰実⾰実⾰実⾰もももも㤥ሼ㤥ሼ㤥ሼ㤥ሼ）。つまり、増改

築・新築、その後の㔺ᄤ顪ํ設置などの設備ᛩ資は顡客数の増加・定化をもたらし、

一定のᛩ資効果を達成したと見てよく、部㐷単⁛で見れば定経༡を支えたことになる。 

各地の国民宿⥢が⧰戦している中で、さんべ荘（宿泊定員106名）の経༡状ᘒは健㑵

に値するものと考える。ᤘ62年12月の開業以来、ߨ年間「宿泊」者数は18,000～

20,000人前後の幅で推移し、大幅な⪭ߜㄟみもべ進もない（年間最高記録は平成7年度

の21,164人）。一方「ભᙑ」者数は、開業から平成7～8年㗃までは年間16,000～17,000

人前後で定していたが、平成11年以降にᕆ激に⪭ߜㄟみ、増改築で平成14年以降⧯

ᐓ⋓りすが、その後は減少が続き、平成19年は12,000人を割ってしまった。その一

方で「（日帰り）入湯」客数は平成14年以降年間70,000人前後をキープしており、宿泊

㧗ભᙑ㧗入湯の利用者合計は6 年連続 10万人を突破し、平成19年が過最高の10万

5,730人を記録した。 
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さんべ荘 指標① 年間入込客数（宿泊・休憩・入浴）の推移
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これらの定経༡の背景には、外的要࿃としてのㄝ宿泊施設の᠗ㅌによる集約的な

集客力の維持や、石見銀山遺跡の世界遺産登録に関連した需要等があり、内的要࿃とし

て別館新築、本館改築、㔺ᄤ顪ํ充実などの経༡ദ力が挙げられる。その一方で、下図

が示すとおり、日帰り入浴客の増加により、客単価（単純平ဋ）の下⪭が㗼⪺であり、

ේ沟高餴等によるේ材料費や光ᾲ費の上が予測される中、今期は宿泊料㊄の値上げも

計画されている。 

客層分ᨆは⚦に実施されていないが、今後しっかりした顡客データ管理・活用が必

要である。ㆇ༡者のᗵⷡ的な回╵では、年齢別年齢別年齢別年齢別が、70歳代30％、60歳代40％、50歳代

20％で 9 割を占め、団体構成別団体構成別団体構成別団体構成別が、「少人数グループ」40％、「地域団体」30％、「二人

連れ」20％、「個人・ブミリー・学ᩞ団体」10％となっている。これらから推察される

既存客層は“地元高地元高地元高地元高齢者齢者齢者齢者”がୟ的に多く、40歳以下のブミリー層はᱴど取りㄟまれ

ていないことがુえる。 

さらに宿泊客データによると、居住地別居住地別居住地別居住地別分顜は下図の円グラフの通りであるが、「地

元（大田市民）」は3,445人で全体の7分の1にしかすぎない。 
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「島根県」を含めても6,660人と3分の1⒟度にしかならず、宿泊の3分の2は「県

外」であることが分かる。県外の県別上位は、「広島県広島県広島県広島県」3,256人、「大㒋府大㒋府大㒋府大㒋府」1,248人、

「ᐶ県ᐶ県ᐶ県ᐶ県」1,123人、「山ญ県山ญ県山ญ県山ญ県」1,003人、「ጟ山県ጟ山県ጟ山県ጟ山県」650人、「福ጟ県福ጟ県福ጟ県福ጟ県」539人等であり、

㓞ធする「広島県」（広島市含む）が15.9�、その他の「中国地方」が10.0�となり、島

根県内も含めると全体の6割前後が「中国地方内」ということになる。過には「Ꮊ

地方」からのスキー客が多かった時代もあったが、現状では 3.6％しか占めておらず、

また「外国人」の取りㄟみはまだまだである。 

また、全室アンケートによりお客᭽のჿをㆇ༡にᤋしており、昨年度はウァシュレ

ット付トイレの改修やᐥ等のᒛᦧえをしたり、食事メニュー改ༀなども手掛けたり、顡

さんべ荘 指標② 年間入込客数＆(単純)客単価の推移
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客㧰㧹も定期的に実施しているが、ＣＲ㧹（顡客関係管理）までのきめ⚦かさはない（下

表参考）。さらには新規エリア、新規客層へのプロモーション戦略はᱴど行っていない。   

これまでのㆇ༡を表現するならば“守りの経༡”でしかなく、“め”の部分をᗵじら

れない。例えば、別館「྾ቄの旅☜」もグレードの割には本館とのサービス内ኈや価格

Ꮕが中ㅜ半┵であり、大ⴐ向け旅館の域を脱しえていない。今後は、地元にᗲされる“ᐼ

民泲日帰り温泉”と、主に県外客を中ᔃとした“㕒･情緒ᗵのṫう滞在型温泉”の浔在

ᗵからの脱ළがテーマとなる。 

「Ṙ々と流れ出る豊富なお湯に会いにいく。何度でも足をㆇびたくなる宿」をコンセ

プトにฎき⦟き大田の文化に⸅れる格調高い宿を目指した宿りを進める。 

 

【【【【参考参考参考参考】】】】温泉旅館温泉旅館温泉旅館温泉旅館のののの客層分析客層分析客層分析客層分析とととと客層客層客層客層ごとのごとのごとのごとの対策対策対策対策のきめのきめのきめのきめ細細細細やかさやかさやかさやかさ（（（（例例例例））））    

 分顜 区分 対⽎ ᛠី点、対応策 

1 宿  泊 個人客 一般(直予約) 認知ルート、動機ᛠ  ី

2 宿  泊 個人客 エージェント経↱ 一般リピート化、モニター化 

3 宿  泊 団体客 エージェント経↱ 個人リピート化、定例化 

4 日帰り ኃ会のみ 団体客 地元法人・グループ ቄ▵提᩺、ᐙ事優遇 

5 日帰り 入浴のみ 個人客 地元・ㄝ・観光 
回数、共通施設割引、 

㩎㩨㩢㩧㩂㩅㨺㩕㩨㩇、湯Ꮌり手形 

6 日帰り 食事のみ 個人客 地元・ㄝ・観光 ቄ▵提᩺、特別㩜㩐㨷㨺、1ຠ㩖㩩㩡㩇 

7 日帰り 入浴ኃ会 団体客 地元法人・グループ ቄ▵提᩺、ᐙ事優遇、⾉切 

8 特別（ブライジル） 団体客 地元・ㄝの個人 特徴づけ、㩖㩨㩡㨼㩊㩨㩣体験 

9 特別（地元格㩔㩩㨹㩂） 個人客 地元・ㄝの個人 地元住民の特ౖ化、㗫度7R化 

10 特別（法人・団体） 個人客 自ⴡ㓌や法人等 地元法人の特ౖ化、定例化 

11 特別（㨼㩧㩔㩨㨽㩧㩎㩨） 外国人客 韓国・中国・台湾など 外国人向け対応研修 

  泃）「小’温泉浡沖公園」再生ミーティング資料（ㄈᤊ野リゾート）を基に加筆成（月ೀ㩤㩆㩨㨶㨺産業資料2006.1月） 
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2) 2) 2) 2) 東東東東のののの原関連部門原関連部門原関連部門原関連部門            

三瓶観光⚝道とミラドールさんべは実⾰上、東のේにおけるㆇ༡と見なすことが出来

るので、ここではޡ東のේ関連部㐷ޢとしてᝒえて分ᨆする。 

平成3年度に第１リフトとミラドールのᑪ設等に約3億7,914万円、平成7年度に第

㧞リフトとナイターᾖ施設等のᑪ設に約1億9,000万円、合計約5億6,914万円の事

業費をᛩ入しているが、平成9、10年度の“ᥦ౻ショック”により、平成7年度のピー

ク時のᄁ上（約1億7,000万円）の半分に激減し、この2年間だけでスキー関連2施設

でٌ約9,000万円の៊ᄬに陥っている（減価ఘළ後）。その後は、言わば“❗小ဋⴧ”の

経費減型の経༡が続いてきただけで、年々ᄁ上も減少し、ついに平成18年度は2施設

合計ᄁ上で1,700万円を割りㄟみ、ピーク時の10分の1以下となった。財務上、見かけ

上も実⾰的にも⿒ሼであり、平成11年度以降は（部㐷）減価ఘළをしておらず、年間推

計3,000～4,000万円、9年間で3億円以上の未ఘළ⚥計がある（⚦は財務データ参ᾖ）。

まさにロス・センター（不ណ▚部㐷）である。 

ここで⇐ᗧすべき点は、平成7年度のㅊ加ᛩ資（大計画）のᅷ当性に対する⹏価で

あるが、当時のᛩ資回計画資料がないので一には್ᢿしにくいが、ㄝ事情から⺒

み取れば、それまでの経༡ᅢ調状ᘒ（平成6年度に⚥៊一）や、スキー場入りㄟみ客

数が平成5、6年度と4万人を突破するなど増加向にあったこと等を見る㒢り、一に

過大ᛩ資だったとは言い㔍く、結果⺰として、温ᥦ化予測が出来なかったと言わざるを

得ない。それよりも、ᥦ౻ショック後の平成12年度の経༡改ༀ計画によるスキー関連部

㐷の廃止・民活に対する指៰・提言がなされた時の್ᢿの方が経༡責任は大きいと言え

る（前ㅀ参ᾖ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキー関連指標① 一日当たりの平均入込客数推移
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スキー関連指標② 一日当たりの平均収入＆客単価推移
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また、前㗁図Ԙは12～3月のスキー可能日数（折れ✢グラフ）と入れㄟみ客数（グ

ラフ）、上図ԙは客単価（折れ✢）と一日当たりの平ဋ入（）の推移を示している。

平成9年度の“23日ショック”、平成18年度の“10日ショック”が⽎徴的ではあるが、

一⽾して入れㄟみ客数は激減し、それにい入も下降の一ㅜである。最⋓期は一日当

たり平ဋ1,000人が来場し、ᄁ上平ဋも250万円�日以上だったのが、現在は同150人、

同40万円�日がやっとである。 

このように“スキー場
㧚
㔌れ（スキー場に行かなくなった）”は“スキー㔌れ（スキーそ

のものをやらなくなった）”へ繋がっている。これらは全国のスキー場の多くがᛴえた共

通問題点でもあり、スキー場経༡の“౻の時代”の中で破綻・廃止・閉㎮が続いている。

当地も平成13～14年㗃に一度決ᢿするべきタイミングをㅏしているが、再度その決ᢿの

時が来ているのはらかである。 

現在ミラドールさんべ（156 Ꮸ）は 4～11 月は実⾰ભ業状ᘒであり、オフシーズンの

公共性の観点から見ると、現業ᘒでの存続は大変࿎㔍であり、ガールデンウィークやᄐ

ભみ、⑺の⚃⪲シーズン等の三瓶山デイキング・トレッキングにおける利活用を見る㒢

り、現状においては自主ណ▚性は෩しい。そこで、リフトと一体となった三瓶山全体観

光計画における位置づけを以下のとおり確にし、公共施設としてㆇ用していく必要性

がある。 

三瓶山は、ᤘ38年に大山㓝ጘ国立公園として✬入された。国立公園とは、同一の顪
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景型式中、我が国の景観を代表すると共に、世界的にもりうるவ出した自然の顪景で

あることが認められたものであり、日本国民共通の財産である。 

その国立公園の中には特別地域が設けられ、その中でも特に重要な地区として特別保

⼔地区が指定されている。 

三瓶山にも特別保⼔地区が指定されており、中でも三瓶山を形る外輪山から室テ内

にかけての地区については、三瓶山の生い立ߜや、自然が創り出す景観美を実際に体ᗵ

できるとともに三瓶山の自然の特⾰をᅤ実に表現した⌑望を有する。 

このような特別保⼔地区は通Ᏹ立ߜ入りが࿎㔍なところが多い。しかし、三瓶山は観

光⚝道を利用することにより、多くの人たߜが᳇シに楽しむことが出来るⅣႺを備えて

いる。 

国立公園の最も㉑㉓味のある区域であり、後世に伝えていかなければならない特別保

⼔地区を実際に体ᗵできるということは、⾆重な自然についてあらためてその重要性に

ついて「᳇づかせ」、「大切なもの」を「実ᗵ」させ、そして「守り」、「伝える」ことを

「発」していく大きなᓎ割とᗧ⟵を有している。そのことは、߭いては日本の国土を

健全な状ᘒを保ߜ、将来にわたって日本の自然ⅣႺを守ることに繋がる。 

このような地域を有している三瓶山だからこそ、一般の観光客は൩⺰のこと、登山客

を含む、自然体験・野外活動を指向する層、び日本の次世代を担う⧯年層の修学旅行

等、教育研修の場として⛘ᅢのㆡ地であり、それを活かすために今後も引き続いて⚝道

を維持、⛮続していくことこそが、その優れた自然や景観美を多くの人々と共に共有す

るのが国立公園の⌀饖㗂であると共に、国立公園の指定を受けている三瓶山のᓎ割であ

り、大田市のである。 

そして、付㓐するミラドールさんべについては、観光⚝道を機ゲとしたビジターセン

ターの機能を૬せ持った野外活動・自然体験の拠点として位置づけ、アウトドアショッ

プの誘致を検討し有効活用を図る。 

ᦝに、登山をはじめ大自然の中にᛴかれてᔃと体をリフレッシュするアウトドア体験

は、健康づくりのみならず人と人とが繋がりをつくり、多くのખ間を得ることができる

といった魅力を備えている。登山をはじめとするアウトドアスポーツには基本的には┹

ᛛ性や年齢制㒢がなく、年齢や↵ᅚのᏅがなく楽しみḩ足し得る幅広い内ኈが存在する。 
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例えば、体力強化が目的ならばロングコースを登山で❑したり、会やコミュニケ

ーションづくりに基本を置くのであればデイキングやキャンプを᳇シに楽しむこともで

きる。ㆡ度なೝ激をᔒ向するならば、ロッククライミングや沖の߷りにトライするコー

スの設定も可能である。その他にもアウトドアでは、ᬀ 物観⾨、きのこ⁚り、浢流㊒り、

バードウオッチング、カツー、ウインドサーフィン、デンググライジー、パラグライジ

ー等日Ᏹではおよそ体験することのできない内ኈが存在している。 

もߜろん東のේではᥦ౻下でのⓍ㔐不足問題もᛴえてはいるものの、㔐のコンディシ

ョン次第ではスキーやステーボードをච分楽しめる。ᦝに東のේのᢳ面では、パラグラ

イジーやデンググライジーもこなすことが可能な⥰台を整えている。加えて今日のペッ

トブームに眼を移すならば、㓶大で自然な⨲ේが߰んだんに三瓶ㄝの⵿野を形成して

いることから、例えばペットᗲᅢ者が望む動物が日Ᏹの᧤❈からたれて自↱にりま

わることができるドッグラン施設の整備、ᚗいはラジコン機がᠲ❑できるⓨ間も設定可

能なⅣႺを備えている。 

本市は、以上に示したような国立公園三瓶山びそのㄝのⅣႺや資源を備えており、

これらを現代人に最大㒢に提供するためのᓎ割හߜ、三瓶山アウトドアスポーツ拠点化

構想を推進することとする。 

 

3) 3) 3) 3) 西西西西のののの原原原原レストハウレストハウレストハウレストハウスススス            

従来施設の⠧化にい、平成7年度に8,209万円のᛩ資をして新たにᑪ設された

のේレストデウス（92 Ꮸ）は、「三瓶そば」᥉の中ᩭ施設の位置づけを期待されてい

た。しかしながら、過の活動記録を見る㒢り、本業のレストランㆇ༡に加え、そばᩱ

ၭ、そばᛂߜ体験、農産市、各地物産フェア出ዷ、そしてクロスカントリー大会なども

⋧重なり、“方美人型の分ᢔ経༡”であった。本来の三瓶ㆆ観光の“の基点”とい

う機能とは⒟㆙く、平成9年度の約4,218万円のᄁ上をピークに減少の一ㅜで、平成19

年は約1,415万円まで⪭ߜㄟんでいる。客観的な⹏価としては、部㐷としてのᓎ割・目

的を広げすぎたマネジメント分ᢔがㆇ༡悪化の主たるේ࿃と್ᢿされ、公社全体経༡の

優వ㗅位として、ᔒ学地区のさんべ荘のㆇ༡を定させるので♖一᧰で、東のේ（スキ

ー場）とのේ（レストデウス）に対して、個別の方策をᛂߜ出しきれずに、現場への

ᮭ㒢ᆔ⼑や人材登用も進まず、中ㅜ半┵な位置づけでり動きが取れない状ᘒであったも

のと推測される。 

平成9年以降のㆇ༡は、人件費とේ材料費の経費カットを中ᔃとした“❗小ဋⴧ”し
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かしてきておらず、数値を見る㒢り、地元客の利用も少なく、スポット観光の流れ客に

よる“ṫ流経༡”であった。今後のㆇ༡として⇐ᗧすべき点は、三瓶ㆆ観光の“の

観光基点”としての「公共性」を重視することである。 

すなわߜ、観光インファメーションセンターとしての“㗻”りから再構築し、物産、

トイレભᙑ、シ食、イベント企画など一般道における「道の飷」や、高ㅦ道における「サ

ービスエリア」と同等な機能を持たせるべきである。この場合はあくまで公༡が前提の

指定管理者活用がㆬᛯされることになる。ᦝにⓍᭂ的な方策を検討するならば、北のේ

の「こもれび館」のレストラン機能、東のේの「ミラドール」、そしてのේの「レスト

デウス」の 3 拠点の料颏ㆇ༡を一本化し、公設民༡として指定管理者制度を活用した

“()さんべ・食のトライアングル（泒中）”のようなṶ出をしていくのも検討に値す

る。いずれにせよ、当施設は“㗻”づくりから再構築が必要であり、単なるコストカ

ットやメニュー変ᦝといった手法に㗬らない抜本的な改㕟が求められ、三瓶観光の“”

の要づくりに対する方策が求められる。 

また、賑わい創出のための集客機能強化策として、ᐜ児がᔃしてㆆべるキッズスペ

ースやペットᗲᅢ者からのニーズのあるドッグランスペースを設置する。૬せて、三瓶

産の‐、⡺、フルーツなどのහᄁ市などのイベントを開催することにより、集客効果

を高める。 

 

4) 4) 4) 4) 朝日庵朝日庵朝日庵朝日庵        

のේレストデウスを新設してから4年後の、平成11年に約3,055万円をかけて、世

界遺産登録予定の大森地区にある民家を⾓⾉し改ⵝして開業したのがᦺ日ᐻである。諸

事情はあるにせよ、この2施設の合計ᄁ上高が4,000万円台で推移してきており、平成

18 年からᦺ日ᐻの方が上回り出している（食事ᄁ上だけならば既に平成 15 年からᦺ日

ᐻが上回っている）。結果的には「三瓶そば」の中ᩭ施設は、のේから大森に移ったこ

となり、三瓶そばの⋧ਸ਼効果を⁓った出店は、共༟い状ᘒを生み出し、世界遺産登録の

直ធ的な沿効果が強い大森地区のᦺ日ᐻの⋉増となったと解㉼できる状ᘒである。 

しかしながら、ᦺ日ᐻのㆇ༡は開店当ೋから経費ୟれで⿒ሼから脱ළできず、一度も

（部㐷）減価ఘළを実施していない実情で、3,000 万円を超える࿕定資産は★価のまま

である。やっと平成 18 年から༡業利⋉（減価ఘළ前）で㤥ሼォ឵し、19 年も増増⋉

を達成しているが、Ꮸ数（44Ꮸ）規模などを考ᘦすると大幅な増⋉を確保するのは࿎㔍

である。 
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公社　部門別「西の原レストハウス」＆「朝日庵」売上推移

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

西の原ﾚｽﾄﾊｳｽ 42,176,0 36,491,7 33,593,7 31,739,3 28,523,7 31,643,2 28,689,6 22,777,5 22,011,0 17,964,1 14,153,0

朝日庵 14,291,1 14,912,2 18,547,0 18,186,2 19,738,3 16,656,6 18,193,4 19,191,2 28,020,3
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今後の方向性としては、༡業ベースで㤥ሼ化したので、物件⾓⾉であることからも、

公社で公⋉性を重視する必要性はᒙくなり、民間への༡業⼑渡を前提とした民活が望ま

しい。その際の໑一の検討事㗄としては、未ఘළ⚥計分の浜▚方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 5) 5) 5) 温泉管理所温泉管理所温泉管理所温泉管理所        

温泉管理所（泉源）は、市からの管理ᆔ⸤であり平成16年度までは年間350万円前後

の分湯料による入があったが、平成17年度以降は半額⒟度の約160万円に減少した。

そもそも⋉事業ではないのでㆇ༡⿒ሼにならない⒟度の事業として位置づけられ、ㆡ

正業務㊂のᛠីによるㆡ正ᆔ⸤費との支ဋⴧを続ける事業である。 
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④④④④    三瓶観光再生三瓶観光再生三瓶観光再生三瓶観光再生にににに向向向向けたけたけたけた今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

1) 1) 1) 1) レジャーレジャーレジャーレジャー････リゾートリゾートリゾートリゾートのののの再生条件再生条件再生条件再生条件におけるにおけるにおけるにおける基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方    

昨今、レジャー・リゾート業の事業再生が増えているが、基本的に“新スポンサー”

（事業再生会社）による再生手法としては、[1]ᣥ経༡㒯ㅌ㒯㧒新経༡・ㆇ༡者泲㆜、[2]

㧹Ｂ㧻や㧱Ｂ㧻（経༡㒯は従業員による企業⾈）、[3]経༡コンサル指導㧒資㊄ᛩ入

のみ、の㧟つのタイプがある。そして、どのタイプであれ、事業再生会社が着眼する新

経༡の基本戦略は以下の㧡つのᩇと言われている。 

まず、事業体がᛴえるௌ務❗ௌ務❗ௌ務❗ௌ務❗である。民間であれ、公的セクターであれ、レジャー・

リゾート業のᄬᢌのケースのᱴどが、過の「過ᛩ資」であることはらかであり、

に現在は年度事業としては㤥ሼ化できていても、減価ఘළできない負の資産が重⩄に

なっていたり、過設備がコスト高を生み、結果として年度事業の⋉をㄼしてしま

っている。ᦝに、これらの負の資産の❗を優వするがゆえに、人件費をり、設備保

全をవㅍりし、サービスがૐ下し、といった“負の連㎮”の経༡に陥り、資㊄の行き

まり（銀行支援止）となる。これらは現在経༡の責任ではなく、過経༡の責任వㅍ

りがේ࿃なのだが、この過浜▚ができない企業に再生の道はないと言って⦟い。 

第二に、数値数値数値数値ののののᔀᐩ的ᔀᐩ的ᔀᐩ的ᔀᐩ的なななな見直見直見直見直ししししである。これは、「ᄁ上指標」と「経費指標」と「利

⋉指標」の㧟つから構成される。多くのᄬᢌのケースは、ᤃな経費カットしか実〣し

ていない。コストをカットすれば利⋉が上がる、という単純な考え方はリゾート・レジ

ャー業のような“ᄞ”や“ᗵ動”を提供するᄁにとっては通用しない。事業再生にお

ける重点指標は「ᄁ上㧩集客力向上」「経費㧩生産性向上」「利⋉㧩キャッシュフロー改

ༀ」と言われている。リゾート・レジャー業のᄁ上は客数�客単価であり、新規客の動

機づけ（キャンペーン・タイアップ等）、既存客のリピート客化（クーポン化、メンバー

化等）、新サービス・アトラクションの続々ᛩ入といったᅢᓴⅣづくりが重要となる。ま

た経費抑制においては、暇な人をᅤ何に無くすか、設備のⒿ率をどのように上げるか、

がテーマであり、ㆬᛯと集中による最ㆡコストの見ᭂめが重要になる。そして、シーズ

ン性に連動したコスト構ㅧと、通年化や平準化のᔀᐩによる単月・単ㅳ・単日のキャッ

シュフロー改ༀが求められる。ᤃな経費カットは経༡者の責任ㅏれでしかなく、顡客

をㅏし、従業員の士᳇をૐ下させ、サービスをഠ化させる悪ᓴⅣにしかならない。 

第三に、経༡層経༡層経༡層経༡層のののの顡客ᔒ向顡客ᔒ向顡客ᔒ向顡客ᔒ向へのへのへのへのォ឵ォ឵ォ឵ォ឵である。これは、前ㅀの「ᄁ上指標」の向上とも

連動しており、大別すると「既存リピート客分ᨆ」と「新規客創ㅧ」の㧞つである。多

くのᄬᢌのケースは、ᔀᐩ的な顡客分ᨆをしていないと指៰されている。“ᔀᐩ的に”と
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いうᗧ味は、「お客᭽アンケートをやりっし」、「ジイレクトメールをㅍりっし」も⪭

第点であるということである。経༡層がやるべきことは、“今”の顡客のニーズに合致す

る「ナト・モテ・サービス」を✎ኒにᛠីし、経༡資源㈩分することであり、かつ、“

日”の顡客に向かってᏱに情報発ାとコンタクト活動をすることである。取✦ᓎ会議や

ᐙ部会議、従業員ミーティングだけに時間を割くのではなく、お客᭽への直ធおもてな

しにⓍᭂ的に参加し、直ធ生のჿを聞くこと、そして、施設の外のネットワーク構築の

ための人⣂づくり、コンタクト活動を永続的に続けることである。 

第྾に、従業員従業員従業員従業員ののののモチベーションモチベーションモチベーションモチベーション向上向上向上向上である。レジャー・リゾート業は「サービス業」

であり、それを担うのが従業員である。従業員ḩ足度が向上しない㒢り、ធ客時にᔃか

らの╉㗻は生まれず、サービスの⾰的向上は有り得ない。つまりサービス業の最大目的

である顡客ḩ足度も上がらないのであり、従業員を最高の╉㗻にする方策こそが、東京

ディズニーランドリゾートが成ഞした最大の要࿃とも言われている。つまり経༡層がす

べきことは、サフト（人材）へのᛩ資をし続けることであり、定期的なീ強会、外部研

修、ビジョン共有・情報共有、現場主⟵体制の構築、ᮭ㒢ᆔ⼑と提᩺業などを飸し

ていくことが求められる。 

そして最後に、デードデードデードデードㅊ加ᛩ資ㅊ加ᛩ資ㅊ加ᛩ資ㅊ加ᛩ資である。自主再ᑪの場合は、キャッシュフロー改ༀが

前提となるが、再生ビジネスが入する場合は、ௌ務❗したのߜに新マネーがᛩ入さ

れ「リテベーション」と呼ばれる施設リファームに手が加わることになる。“ᄞ”と“ᗵ

動”はマンネリ化しないので、新されないデードやサービスはᄞとᗵ動をਈえない。

最小資本で⍴期的に新できる人的サービスを回ォさせながらも、時代トレンドと顡客

需要を⺒みㄟんだデード施設の新の➅りしがレジャー・リゾート業の経༡手⣨であ

り、ᣧすぎてもㆃすぎてもᛩ資効率は上がらない。これこそがレジャー・リゾート経༡

テウデウそのものである。 

2) 2) 2) 2) 今後公社今後公社今後公社今後公社がががが所有所有所有所有するするするする施設運営施設運営施設運営施設運営のののの方向性方向性方向性方向性    

公社の施設ㆇ༡対応策のㆬᛯ⢇は᭽々あるが、ここでは全施設の今後のㆇ༡の方向性

を検討する。なお下表が現Ბ㓏の市の方㊎による平成20年度以降のㆇ༡体制の方向性で

ある。これを〯まえつつも、今回の多ⷺ的な分ᨆ結果に基づくㆬᛯ⢇を総合的に検討す

る。 
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■各施設各施設各施設各施設のののの運営予定運営予定運営予定運営予定（（（（見込見込見込見込みみみみ））））■ 

      年 度 

 施設名 
平成20年度 平成21年度以降 備 考 

国民宿⥢さんべ荘 公社ㆇ༡ 指定管理 
平成21年度以降は、公社

整理の進による 

⚝道 公社ㆇ༡ 
市直༡ 

は指定管理 

平成21年度以降は、公社

整理の進による 

ミラドールさんべ 公社ㆇ༡ 指定管理 
平成21年度以降は、公社

整理の進による 

のේレストデウス 
公社ㆇ༡ 

（（（（経༡ᆔ⸤経༡ᆔ⸤経༡ᆔ⸤経༡ᆔ⸤））））    
指定管理 

平成21年度以降は、公社

整理の進による 

ᦺ日ᐻ 公社ㆇ༡ ༡業⼑渡 民間施設⾓借 

温泉管理所 公社ㆇ༡ 
市直༡ 

は指定管理 

 

 

まず、国民宿⥢国民宿⥢国民宿⥢国民宿⥢さんべさんべさんべさんべ荘荘荘荘は、⋉性の観点からも民活性の可能性はあるが、さんべ荘

が、市内の自治会や⠧人クラブの利用が多いことなど、これまで果たしてきたᓎ割であ

る地元にᗲされる温泉宿としての機能も㕖Ᏹに重要である。また、三瓶温泉の数少ない

宿泊施設として今後もサービスの提供を⛮続することが重要であり、三瓶観光にᰳかせ

ない施設であることから指定管理によるㆇ༡がᅷ当である。 

公社経༡分ᨆで見たとおり、東のේの公༡スキー場（⚝道⚝道⚝道⚝道・・・・ミラドールミラドールミラドールミラドールさんべさんべさんべさんべ）の౻

のᓎ割は完ੌし、公共スキー場としての自主再ᑪはᢿᔨするのがᅷ当である。 

ミラドールさんべは今後アウトドアの新たな拠点としての位置づけも想定でき、⚝道

はᤐ～⑺の公共観光施設として一ᣤは直༡化し、その後指定管理というㆬᛯ⢇となる。

⚝道だけでは、将来的にも⋉性の向上は෩しく、あくまで三瓶ㆆ観光にとって必要

ある施設として位置づけられる㒢り、観光インフラ予▚内でのㆇ༡⛮続となる。 

ののののේේේේレストデウスレストデウスレストデウスレストデウスは、三瓶ㆆ観光の拠点としてᝒえ続けるならば⚝道と同᭽な⛮

続方法となる。⾓⾉方式やㆇ༡ᆔ⸤方式もㆬᛯ⢇としてはあるが、中ㅜ半┵な್ᢿで新

たな課題を生み出すリスクを考ᘦすると、前ㅀの通り、食のトライアングル構想（の

ේ、北のේ、東のේ）による一ᆔ⸤の方がᕁい切った戦略的な್ᢿと言える。一方、

ᦺ日ᐻᦺ日ᐻᦺ日ᐻᦺ日ᐻは民間⼑渡が基本であり、公共ㆇ༡し続ける理↱は見つからない。温泉管理温泉管理温泉管理温泉管理所所所所は

源泉管理でもあり逆に民間⼑渡は考えにくく、公設民༡の指定管理者制度がᅷ当である。 

 

 



 58 

■ 公社公社公社公社のののの各部門各部門各部門各部門におけるにおけるにおけるにおける「「「「収益性収益性収益性収益性」「」「」「」「公共性公共性公共性公共性」「」「」「」「民活性民活性民活性民活性」」」」のまとめのまとめのまとめのまとめ ■ 

⋉性 公共性 民活性民活性民活性民活性    ⹏価㗄目 

施設名 現在 将来 従来 将来 今後今後今後今後    
備 考 

国民宿⥢さんべ荘 ٤٤٤٤ ٤ ٤ ٤ ٤     

⚝道 � � ٤ ٤ ٌٌٌٌ     

ミラドールさんべ � � ٤ ٤ ٌٌٌٌ     

のේレストデウス � ٌ ٤ ٤ ٌٌٌٌ     

ᦺ日ᐻ ٌ ٌ ٌ � ٤٤٤٤     

温泉管理所 � � ٤ ٤ ����     

 泃1）「民活性」とは、公設民༡(指定管理)、民間への༡業⼑渡等を含む 

以上を組み合わせると、公社全体経༡における方向性は以下のとおりとなる。もߜろ

ん、必要充分条件となるのが「三瓶ㆆ観光再生計画」び「ௌ務整理」であることは

言うまでもない。 

■ 公社公社公社公社のののの各部門各部門各部門各部門のののの今後今後今後今後のののの運営運営運営運営のののの方向性方向性方向性方向性■ 

 

 

 

****実線実線実線実線はははは公共保持公共保持公共保持公共保持、、、、点線点線点線点線はははは事実上民間譲渡事実上民間譲渡事実上民間譲渡事実上民間譲渡をををを表表表表すすすす    

“負の連鎖”を見直す上での 

前提条件は２つ 

 

３３３３））））公社組織公社組織公社組織公社組織のののの今後今後今後今後についてについてについてについて    

   ここまで、公社が経༡に携わっている施設についての分ᨆを進めてきたが、大田市保

養施設管理公社という財団法人としてのᓎ割は⚳えている。設立から一⽾して三瓶観光

を‧引してきた組❱であり果たしてきたഞ❣は大きく、公社なくして三瓶観光はあり得

なかったと言っても過言ではない。 

   しかし、結果的に多額の負ௌをᛴえ、公社としてその済をする能力は既になく、存

続していくのは不可能である。 

   よって、大田市保養施設管理公社は解ᢔすることとし、そのௌ務については、大田市

が៊ᄬ補ఘᄾ約に基づき補Ⴏすることとする。 

 

公公公公    共共共共    性性性性    

重重重重    視視視視    型型型型    

    さんべさんべさんべさんべ荘荘荘荘・・・・西西西西のののの原原原原ﾚｽﾄﾊｳｽﾚｽﾄﾊｳｽﾚｽﾄﾊｳｽﾚｽﾄﾊｳｽ・・・・索道索道索道索道・・・・ミラドールミラドールミラドールミラドール        

三瓶周遊観光拠点再強化三瓶周遊観光拠点再強化三瓶周遊観光拠点再強化三瓶周遊観光拠点再強化((((公営公営公営公営))))    

 朝日庵朝日庵朝日庵朝日庵        

営業譲渡営業譲渡営業譲渡営業譲渡    
＝ ＋ 

前提条件① 

観光再生 
前提条件② 

債務整理 
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（（（（７７７７））））石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡石見銀山遺跡とととと三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする観光関連施設観光関連施設観光関連施設観光関連施設をををを結結結結ぶぶぶぶ2222次交通次交通次交通次交通のののの整備整備整備整備    

バス、ジャンボタクシーの確保、定期観光バスのㆇ行などを通じて行なう。 

  観光客の増加による石見銀山遺跡への過度な集中の回ㆱ、市内の他の観光スポットへ 

の分ᢔによる滞在時間のᑧ長に繋げることを目的とした交通手Ბを市により確保す 

る。 

 

（（（（８８８８））））的確的確的確的確なななな情報発信情報発信情報発信情報発信    

                アクセスやㆆモデルコースについて、的確な情報発ାがなければᗧ味を持たない。

ホームページやパンフレットをい、わかりやく情報提供をするとともに、あらたに

ＩＴをっての取り組みも進めていく。 

また、石見地方で組❱している、石見観光振興協議会が提໒する「なつかしの国 石

見」というキャッチコピーを石見地域全体でい、広めていこうという⿰ᣦに沥う形

で、大田市としても取り組むこととする。 

 

1) 石見銀山世界遺産センター等の有効活用 

      多くの観光客が訪れる石見銀山の中でも遺跡全体のガイジンス施設としてのᓎ割

を持つ世界遺産センターを観光協会の機能も利用しながら情報発ାの一つの拠点と

する。また、ロード銀山、温泉津߰れあい館等の施設についても、「道の飷」のᓎ割

を担う必要がある。 

 

 2) 㧴㧼について 

 大田市観光のトータルページが必要 → 大田市観光協会において対応ڏ  

   ・宿泊情報のシステム化 

      宿泊施設によっては、ネットでの予約システムを導入しているところもある

が、多くの施設では対応できていないのが実情である。すべての施設で予約シ

ステムの導入は現Ბ㓏では࿎㔍であるので、観光協会において◲ᤃ型の情報提

供システムを整備する。 

   ・観光ルートのឝ載 

     今回設定したアクセス経〝と観光モデルコースをわかりやすく伝える。 

・㗫❥な情報のᦝ新 

     㧴㧼は㗫❥な情報のᦝ新が求められる。各観光地の情報はもとより、花、⚃
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⪲、イベント、㒰㔐等の的確な情報発ାが必要である。 

   ・外国語対応（⧷語、中国語（北京、台湾）、韓国語） 

     今後増加が見ㄟまれる外国人観光客に向けての対応がᕆ務である。 

・ᤋの利用 

     ブロードバンド化が進み、動画情報の提供がኈᤃとなり、ᤋでの情報提供

は有効な情報発ାとなる。石見銀山の飻ゞ場の状沦などをリアルタイムで情報

提供などが想定される。 

   ・想「石見銀山」「三瓶山」「温泉津温泉」店街の新設 

     現地で⾈い物をした観光客が、同じものをもう一度⾼入でき、それに付㓐し

て、あらたなຠを⾼入する機会を増加させる。多くの店⥩が参加することに

より魅力が高められる。観光協会が受け皿となったネット通⽼事業のዷ開が今

後必要になる。 

   ・各施設、個店の*Pとの連携 → 各観光施設 

       それߙれの*Pを充実させ、それߙれリンクで繋げていくことによる⋧ਸ਼効果

を生み出し、大田市全体の魅力をアップさせる。 

 

3) パンフレットについて → 行政において対応 

 情報発ା型と着地型のパンフレットが必要ڏ  

 情報発ା型ڎ   

   ・現在の「おおだ」を活用 

       観光ルート、おすすめルートのឝ載 

       石見銀山から各市内観光地へ 

外国語への対応 

 着地型ڎ   

   ・価で大㊂に用ᗧ出来るものとする。 

   ・「石見銀山みてあるき」型の三瓶✬、温泉津✬、仁摩✬を成する。 

   ・観光ルートを⚫でき、見やすくて利用しやすいアクセスマップを成する。 

 効果的なパンフレットの㈩Ꮣڏ  

   情報発ା型、着地型ともに効果的な㈩Ꮣが必要である。 

 情報発ା型ڎ   

   ・主にこれから大田市を訪れる観光客に対して㈩Ꮣ 
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   ・㔚、メールでの資料⺧求者 

   ・エージェント 

   ・近㓞の道の飷等 

   ・市内の各観光施設 

・県内の宿泊施設 

 着地型ڎ   

   ・主に大田市に着した観光客に対して㈩Ꮣ 

    ・市内の各観光施設 

   ・近㓞の道の飷等 

 4) ΣＴ関連 

 携帯┵ᧃで34コードを利用したシステムの構築ڏ  

   ・目的別、エリア別に34コードを利用したシステムにより観光客の利ଢ性を向上

させ、૬せて各施設等の誘客増をはかる。 

・各個店の協力が必要であり、観光協会が⓹ญとなり推進する必要がある。 

・現在⁛自の動きもあり、それらとの連携も必要。 

 

   5) 市内全域でのㆆチケットの取り組み 

     市内の各エリアを繋ぐものとして、ㆆチケットへの取り組みも必要である。しか

し、チケット代㊄の高額化や事務が❥㔀になるなど課題も多くある。 

       そこで一つの⹜みとして、各施設の入場を割引としてᝒえ、その入場を提示

すれば団体料㊄ᛒいとするという方法も検討していく必要がある。 

     いずれにしても、観光客がㆆする仕掛けりが必要であり、市内の有料施設間で

協議をする場の設定がᕆ務である。 

 

（（（（９９９９））））大田市大田市大田市大田市へのへのへのへの交通機関別交通機関別交通機関別交通機関別アクセスアクセスアクセスアクセス経路経路経路経路のののの設定設定設定設定・・・・提示提示提示提示    

        別添資料のとおりとする。 

 

（（（（10101010））））モデルモデルモデルモデル観光観光観光観光ルートルートルートルートのののの設定設定設定設定・・・・提示提示提示提示    

石見銀山を訪れる観光客へ三瓶山をはじめとする、市内の観光スポットへㆆを図るた

めテーマ別に観光ルートを設定・提示する。  
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（（（（11111111））））プリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムプリペイドカードシステムのののの導入導入導入導入    

        プリペイドカードシステムを導入し、公共施設はもߜろん地域の中小事業者活動を促し

て共通利用体制を確立し、施設にえるポイントを付ਈするなど観光客の目✢に立った

ଢ利なシステムの大を図る。 

 

（（（（12121212））））推進体制推進体制推進体制推進体制    

      ①①①①    三瓶再生三瓶再生三瓶再生三瓶再生プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト体制体制体制体制のののの構築構築構築構築    

以上の具体᩺を実施するために、以下のとおり推進体制（チーム三瓶（⒓））を組❱す

る。「チームさんべ」については、いわゆる施設長のᙣ⺣会ではなく、この計画にឝげたそ

れߙれの事業を実際に実〣していく組❱とする。 

   

  ②②②②    総合総合総合総合プロデューサープロデューサープロデューサープロデューサーのののの設置設置設置設置    

「チームさんべ」には推進本部を置くと共に、三瓶観光の問題点で整理したように、第

三者的な観光・レジャーのኾ㐷家として大田市観光総合プロデューサーを公募等により設

置し大田市観光協会内に㈩置する。大田市観光総合プロデューサーは、各事業の進行管理

と実行ᆔ員会の調整、各部会への指示等を行う強いᮭ㒢と責任を持つ。そして市とᏱに連

⛊をኒにし、ともに大田市観光の推進にあたる。 

  また、ᆔ員会には４つの部会を設置し、「チーム三瓶」の推進部㓌と位置づける。 

 

 عチームチームチームチーム三瓶三瓶三瓶三瓶    イメージイメージイメージイメージ図図図図ع

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームチームチームチーム三瓶三瓶三瓶三瓶（（（（仮称仮称仮称仮称））））

総合プロ
デューサー

大田市

産業振興部

推進本部

地元
各種団体

国・県 宿泊施設
各観光施

設
地元飲食
施設等

大田市観
光協会

市内経済
団体

実行委員会

分科会

宣伝部会 もてなし部会 温泉活用部会 環境活用部会

医療関係
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９９９９    豊富豊富豊富豊富なななな地域資源地域資源地域資源地域資源のののの有効活用有効活用有効活用有効活用                                                                                     

 

 大田市は、石見銀山、三瓶山、温泉津温泉以外にも、多くの観光資源にᕺまれており、そ

の活用は大田市全体の観光振興にᰳかせない。また、東に40জ余り続く白⍾㕍᧻の海岸✢

は、ℙヮ泺に⽎徴される美しい⍾泺を有し、見る人のᔃをませる。 

 また、地域に根ざした楽をはじめとする伝⛔⧓能や、ච⁴町、大田町に伝わるグロ、

ደ行事、そして、日本海の幸、山の幸といった食についても豊富にある。 

 仁摩町が生んだ本࿃ဌ道策、温泉津町の泶ේᚽ市、ਭ手町の㕍㔕などㇹ土が生んだవ人

達を挙げることもできる。 

 石見一ችとして名高い物部社を代表とするኹ社閣も多数あり、これらの資源を、石見

銀山遺跡、三瓶山、温泉津温泉等と有機的に結びつけることにより、新たな魅力の創出に繋

げていく。 

  

１１１１））））海岸線海岸線海岸線海岸線をををを利用利用利用利用したしたしたした取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 マリンスポーツع 

  根強い人᳇があるサーフィン、ウインドサーフィン等のマリンスポーツは、大田市海岸

においても行われている。海水浴客がિびᖠむ状沦の中で、マリンスポーツを利用したⓍ

ᭂ的なዷ開を検討していく。 

  

 ㊒りع 

  ⏷㊒りで一⚖のスポットといわれる宅野地区、湯㉿地区など、大田市海岸には㊒り客が

多数訪れる。ㆆ漁⦁免⸵をもつ事業者もあり、今後Ⓧᭂ的にP4をዷ開し、誘客にദめる。 

 

 海岸美化ع 

  㡆り⍾で全国的にも有名なℙヮ泺については、美しい⍾泺の維持が༛✕の課題である。

地元住民による泺の浜活動が長年続けられているが、高齢化等により活動の⛮続がෂぶ

まれている。このような状沦の中、各種ボランティアや企業活動の一Ⅳとしての浜活動

などいろいろな取り組みが行われている。このような動きが⛮続でき、市内全域へ広がる

仕組みづくりがᕆ務である。 

 

 



 64 

２２２２））））地元産品地元産品地元産品地元産品をををを使使使使ったったったった食食食食のののの提供提供提供提供    

  大田市ㇹ土料理研究会の取り組みにより、市内産ຠをった「無名㒮ᑯ当」がこのほど

完成するなど、新たなㇹ土料理への取り組みも始まっている。 

  現在、大田Ꮏ会議所、銀の道Ꮏ会等が中ᔃとなって新たな「食」について研究がな

されており、あらたな名物料理の⺀生の可能性がある。 

  また、「三瓶そば」、「▫ኼม」、「へかき」、「⪾♄」、「いりき」といった伝⛔料理の᥉

ት伝もᰳかせない。 

  観光における「食」は㕖Ᏹに大きな要⚛であり、新㞲な食材がすぐに手に入る大田市の

ⅣႺを活かし、地産地消をᔨ㗡に地域の産ຠを取りㄟんだメニューの開発など新たなዷ開

を図る。 

   

３３３３））））仁摩仁摩仁摩仁摩サンドミュージアムサンドミュージアムサンドミュージアムサンドミュージアムのののの活用活用活用活用    

  時間の流れ、人生観、ᦝにはⅣႺ保全の大切さを主ᒛしている仁摩サンドミュージアム

び一年計⍾時計は、㧞１世♿ⅣႺの時代をㄫえた今日、今こそ、将来のあるべき社会の

ᆫや人の生き方をᛩᓇし、指し示しているものとᝒえられる。加えて昨年、石見銀山遺跡

が自然ⅣႺとの調と産業との共生を⻭って世界遺産に登録をされたところであり、石見

銀山に㓞ធしている仁摩サンドミュージアムは൩⺰、ℙが泺、㕴の洁等の海岸エリアと結

合してゆくことの⋧ਸ਼効果は計り知れないものと考える。 

またサンドミュージアムの⽎徴である⍾時計を⥰台とした画ຠをもとにドラマ化さ

れ高視⡬率を₪得し、またᤋ画化にもなり、世界遺産登録のㅊい顪とシンクロすることに

よってこれらの地域資源が有するポテンシャルが高まり全国的にも泃目されている。 

また、ㄝの飻ゞ場については、単に観光バスの待ㆱ所のみではなく、将来的にはⅣႺ

に優しいャㅍ手Ბの導入を図る等によって石見銀山とサンドミュージアムびそのㄝが

一体となった情報発ାと観光客の受入対策を強力に進めるものとする。 

こうした取り組みを図り、石見銀山を訪ߨる観光客がサンドミュージアムㄝへ、また

サンドミュージアムㄝを訪ߨる観光客が石見銀山へ、߭いては温泉津、三瓶山、沿根、、

大田市街をㆆする観光の源としてべ動し、やがては滞在型観光を誘発することに結びつ

ける手Ბとする。 

このような状沦のなかで、仁摩サンドミュージアムについては、一連の「⍾時計」ブー

ムのᓇ㗀で入場者数は増加しているが、平成3年の開館から17年が経過し、施設の⠧化

が目立っている。今後の入ㄟみを確保するためにも、施設のリニューアルが必要であり、
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特にᤋ機ེのᦝ新はᕆ務である。 

  

４４４４））））    温泉津地区温泉津地区温泉津地区温泉津地区のののの活用活用活用活用    

温泉津地区については、世界遺産のエリアも多く㕖Ᏹに魅力のある地域である。温泉津

海岸については、石見銀山のⓍ出港としてのᓎ割を果たしてきたが、木材や┻材、㒻ེ顜

のⓍみ出しによって治時代まで活᳇を๒してきた。 

このような歴史を育んできた温泉津地区には、⚡白ᐸを有する願楽ኹ、優美な文᭽の㌃

㏹をኹ宝とする高野ኹなどኹ社閣も多い。 

温泉津はᳯ戸時代から、ⅽ、水がめ、づ߷などのਣ物を生産し全国に出⩄しその名を

はせた。現在でも、数軒の┇元が温泉津の伝⛔を守っている。やきものの㉿は、ฎくか

ら伝わる温泉津の創体験ができ、国内でも最大⚖の登り┇をって開催される、ᤐと

⑺のやきもの⑂りは⋓沦である。 

  やきものの㉿や前ㅀの仁摩サンドミュージアムは、全国的にみても特色のある⚛材を題

材にした施設であり、それߙれの施設の特色を最大㒢利用するためにも、世界遺産ゾーン

との連携は言うまでもなく、その他の市内の観光施設の連携が必要であり、߭いては市内

ㆆ型観光に繋がる。 

  三瓶自然館、三瓶小⼺ේၒ沕林、石見銀山世界遺産センター等の各施設間での共通イベ

ントの開催や、合同でのP4活動など市内の各施設が一体となった戦略を✵っていく必要が

ある。 

 

５５５５））））伝統芸能伝統芸能伝統芸能伝統芸能・・・・文化文化文化文化のののの活用活用活用活用    

  石見楽は、石見地方に伝わる⁛特の楽であり、大田市にも多くの楽団と土ᳯ、宅

野には子供楽もあり、一⚖の観光資源として位置づけられるが、大田市内に観光で訪れ

ても◲単に石見楽を見るⅣႺが整っていない。 

  また、田ᬀえばやし、花田ᬀえ、ムズクデデ、石見銀山ᄤ㗔ᄥ㥏など大田市の優れた文

化を観光資源としてあらためて位置づける必要がある。 

今後は、大田市楽連⛊協議会や市内の社、地元団体などとも連⛊をኒにし、楽の

上Ṷ情報や、それߙれの活動状沦のᛠីにദめ、情報発ାをしていく仕組みをつくる。 
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10101010    おもてなしのおもてなしのおもてなしのおもてなしの観点観点観点観点からのからのからのからの観光振興観光振興観光振興観光振興                                                                                 

  

（（（（１１１１））））市民市民市民市民挙挙挙挙げてのげてのげてのげてのおもてなしへおもてなしへおもてなしへおもてなしへ    

    全国から石見銀山を目指して訪れる観光客や、今後増加が見ㄟまれる外国人観光客

に対して、「市民一人߭とりが観光大」の᳇持ߜを持っておㄫえする。このことは、

行政だけではなく、市内の経済団体、自治会など各種団体や市内企業など全市的に市

民に呼びかけ、「おもてなしの おおだ」を創り上げていく。 

     

 （（（（２２２２））））観光関連産業観光関連産業観光関連産業観光関連産業のおもてなしののおもてなしののおもてなしののおもてなしの向上向上向上向上    

    市民はもとより、最前✢でのおもてなしが、リピーターを₪得するための重要な要

⚛である。╉㗻を⛘やさず、親切でৼካなធ客を基本に、「おもてなし 日本一」をキ

ーワードにして実〣していく必要がある。 

     

 （（（（３３３３））））環境美化環境美化環境美化環境美化によるおもてなしによるおもてなしによるおもてなしによるおもてなし    

    すでに取り組んでいる地域もあるが、道〝ㄝでの花いっ߬いㆇ動をはじめ、地域

で行われているⅣႺ美化ㆇ動について理解を求めていく必要がある。「きれいなまߜ 

おおだ」を全市的な取り組みとしていきたい。 

 

 （（（（４４４４））））おもてなしのおもてなしのおもてなしのおもてなしの観点観点観点観点からのからのからのからの行政運営行政運営行政運営行政運営    

    産業振興を本市発ዷの中ᔃにᝪえている大田市にとって、観光産業という⵿野の広

い産業を振興していくことは㕖Ᏹに重要である。市ᓎ所全体で、おもてなしの観点か

らの行政ㆇ༡が大事となる。ⅣႺ美化、㒰㔐〝✢の検討、情報化等、市民だけにとど

まらず、多く訪れる観光客の目✢にたった施策のዷ開も必要になってくる。 
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11111111    資料編資料編資料編資料編                                                                                                                             

    

（（（（１１１１））））財団法人大田市保養施設管理公社財団法人大田市保養施設管理公社財団法人大田市保養施設管理公社財団法人大田市保養施設管理公社のののの現況現況現況現況とととと方向性方向性方向性方向性    

ここでは、過の事業報๔や決▚書を基に、財務・組❱・施設・ㆇ༡面からの現沦分

ᨆと今後の方向性を示ໂする。なお、⚦な基本データは決▚書並びに提出資料に準じ

るので本報๔書では二次的な分ᨆデータのみの記載とする。 

 

①①①①    過去過去過去過去10101010年間年間年間年間のののの公社経営全体公社経営全体公社経営全体公社経営全体のののの主主主主なななな財務指標財務指標財務指標財務指標のののの分析分析分析分析    

まずᄁ上高は、直近の平成19年度（平成20年3月期）では約4億8,945万円・対前

年Ყ11.2％増で6年ぶりの増となった。これは、石見銀山遺跡の世界遺産登録により、

特に「さんべ荘」と「ᦺ日ᐻ」の集客力が高まったことが主な要࿃と見られている。た

だし下図が示すとおり、平成11年㧩100とした指数で見ると、全体ᄁ上は未だに97ま

でしか回復しておらず、経༡全体としてはᓸ減にᱤ止めがかかった状ᘒと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公社　部門別「売上」指標推移（平成11年度＝100）
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全体売上 104 102 100 97 81 107 104 99 95 87 97

さんべ荘 106 106 100 98 85 118 117 109 105 101 114

索道 103 94 100 78 57 66 45 63 61 24 38

ミラドール 121 108 100 79 68 40 25 30 34 6 19

西の原ﾚｽﾄﾊｳｽ 126 109 100 94 85 94 85 68 66 53 42

朝日庵 100 104 130 127 138 117 127 134 196

その他 89 102 100 143 68 155 175 153 148 166 133

Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19
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公社　部門別「売上」構成比推移（平成9～19年度）

77.4%77.4%77.4%77.4%

67.3%67.3%67.3%67.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

その他 5.0% 5.9% 5.9% 8.7% 5.0% 8.5% 9.9% 9.2% 9.2% 11.2% 8.1%

朝日庵 0.0% 0.0% 2.8% 3.0% 4.5% 3.4% 3.7% 3.3% 3.8% 4.4% 5.7%

西の原ﾚｽﾄﾊｳｽ 8.0% 7.1% 6.7% 6.5% 7.0% 5.8% 5.5% 4.6% 4.6% 4.1% 2.9%

ミラドール 7.8% 7.2% 6.8% 5.5% 5.7% 2.5% 1.6% 2.0% 2.4% 0.5% 1.3%

索道 11.7% 10.9% 11.8% 9.5% 8.4% 7.3% 5.1% 7.6% 7.6% 3.2% 4.6%

さんべ荘 67.3% 68.8% 66.0% 66.8% 69.4% 72.5% 74.2% 73.2% 72.4% 76.6% 77.4%

Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また公社全体ᄁ上に占める「さんべ荘」の割合は、平成 9 年度の 67.3％から平成 19

年度は77.4％まで高まっている一方で、以前は20％ᒙを占めたスキー関連部㐷の「⚝道」

と「ミラドール」が約 5％まで⪭ߜㄟんできており、さらに「のේレストデウス」の

減少分を「ᦺ日ᐻ」がカバーして、ついにᄁ上規模も逆ォした形となっているなど、部

㐷別のᅢ不調のりが一層増している現状と言える。つまり、過10年間のᄁ上構成の

変化は、主にᄁ上減少施設分を「さんべ荘」と「ᦺ日ᐻ」並びに「その他（事業外入

等）」で補ってきたことがらかである。 

次に、費用費用費用費用（経費）と利⋉利⋉利⋉利⋉に関しては、直近の平成19年度の費用総額は約4億7,069

万円で対前年Ყ 2.7％増に抑えており、結果的には༡業利⋉（減価ఘළ前）も約 1,876

万円を計上し、2 年ぶりの༡業㤥ሼとなった。部㐷別では「さんべ荘」がプロフィット

センター（利⋉⽸₂部㐷）であり、「ᦺ日ᐻ」が増により、⿒ሼ体⾰からやっと༡業㤥

ሼベースにォ឵できた⒟度である。逆に「⚝道」「ミラドール」「のේレストデウス」

は費用減も㒢界に達しており、新たなᄁ上増加策をᛂߜ出さない㒢り、経費カットだ

けでは対ಣ出来ないᲑ㓏に来ている。 
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公社　部門別「費用」構成比推移（平成9～19年度）

54.8%54.8%54.8%54.8%
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その他 10.5% 10.7% 11.5% 11.4% 12.8% 11.6% 10.5% 10.0% 9.9% 14.1% 9.8%

朝日庵 0.0% 0.0% 4.0% 3.9% 5.2% 4.3% 4.5% 4.1% 4.1% 4.2% 5.5%

西の原ﾚｽﾄﾊｳｽ 9.7% 8.8% 7.8% 7.5% 7.2% 6.6% 6.5% 5.7% 5.8% 4.8% 3.9%

ミラドール 9.1% 8.8% 7.0% 6.1% 6.0% 2.9% 2.0% 2.3% 2.6% 1.2% 1.8%

索道 15.9% 14.7% 11.2% 11.0% 9.0% 7.8% 7.1% 7.2% 7.7% 6.2% 5.8%

さんべ荘 54.8% 56.9% 58.6% 60.1% 59.8% 66.8% 69.5% 70.6% 69.9% 69.5% 73.2%
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⚥計៊⋉⚥計៊⋉⚥計៊⋉⚥計៊⋉では、下図が示すとおり平成 13 年度ᧃに約 2 億 2,245 万円（༡業利⋉ベー

ス）まで膨らんだ（見かけ上の）➅៊ᄬが、平成19年度ᧃには約1億4,836万円まで

❗されてはいるが、平成11年度以降の未ఘළ⚥計額は5億9,467万円なので、本来の

➅៊ᄬは19年度ᧃで約7億4,403万円となる。一方、借入ᱷ高借入ᱷ高借入ᱷ高借入ᱷ高は12億1,017万円（う

7,570万円は大田市⾉付分を㒰くと11億3,447万円）であり、土地やᑪ物・設備等のߜ

࿕定資産とㆇォ資㊄（⍴期資㊄➅り）に充当されている。なお、平成20年3月のᑪ物

び土地の不動産㐓定⹏価額合計は6億7,893万円であることから、本来ならば含み⋉（時

価㧙★価、諸⒢等考ᘦせず）が▚2億円⒟度ある計▚となる。さらに流動性流動性流動性流動性に関して

公社　部門別「費用」指標推移（平成11年度＝100）
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全体経費 120 114 100 98 92 104 100 94 92 92 94

さんべ荘 113 111 100 100 94 118 118 114 110 109 118

索道 171 150 100 96 74 73 64 61 63 51 49

ミラドール 157 143 100 85 79 42 28 31 35 16 24

西の原ﾚｽﾄﾊｳｽ 150 129 100 95 84 88 83 69 68 57 47

朝日庵 100 95 120 112 112 99 96 96 130

その他 110 106 100 97 102 105 91 82 79 112 80

Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19
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公社　単年度利益と累計利益推移（平成9～19年度）

△ 222 ,445 ,2 59△ 222 ,445 ,2 59△ 222 ,445 ,2 59△ 222 ,445 ,2 59
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は、手⸵現㗍㊄が2,000万円足らずであり、資㊄➅りのㅼㄼがᏱᘒ化している（数値は

全て平成20年3月ᧃ現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、今回の経༡分ᨆにあたり、大きなᛩ資を企てた平成7年度（約3億8,257万円）、

同11年度（約5,905万円）、同14年度（約2億1,861万円）の合計約6億6,000万円（う

借入㊄6億3,850万円・借入依存率約97％）に関する当時の事業計画書の提示を求めߜ

たが、「保存されていない（成されていない㧫）」という状ᘒであった。これは、その

理↱のいかんによらず、3ߨ年おきに責任者不在の経༡್ᢿが下されてきたとしか解

㉼のしようがなく、平成9年度以降の経༡悪化をもたらした最大のේ࿃は、景᳇ૐㅅで

もなく、ᄤ候不㗅でもなく、少子高齢化でもなく、施設の⠧化でもなく、「経༡」その

ものであったと言わざるを得ない。この点に関しては、平成12年度に実施された経༡改

ༀ計画資料からも⺒み取れるので、以下にその要点をまとめる。 

②②②②    公社公社公社公社のののの経営姿勢経営姿勢経営姿勢経営姿勢のののの問題点問題点問題点問題点（（（（平成平成平成平成13131313年年年年3333月月月月のののの経営改善計画後経営改善計画後経営改善計画後経営改善計画後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方方方方））））    

平成8～11年度の実数値を基に経༡分ᨆが実施され、平成12年度ᧃに経༡改ༀ計画報

๔書（以下、改ༀ報๔書という）が提出されている。⚦内ኈは同報๔書に準じるが、

いくつか重要な指៰・指導を受けながら、その後経༡として取り組みきれていない点に

加加加加えてえてえてえて未償却累計額未償却累計額未償却累計額未償却累計額    △△△△595,670595,670595,670595,670,000,000,000,000があるがあるがあるがある    
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ついて、以下にその要点を整理する。なおこの時期の前提となる認識として、平成6年

度に➅៊ᄬ㊄が解消され、㤥ሼ経༡によるᛩ資ᗧ᰼もᣰ⋓であり、平成 7 年度の第 2

リフト増設やナイター化へのᛩ資್ᢿをしているが、平成5～8年㗃のスキー場の賑わい

から一ォして、平成9年の“ᥦ౻ショック（シーズン23日༡業）”のᓇ㗀を受けたので

ある。 

改ༀ報๔書によると、平成 8 年度のᄁ上高は約 5 億 8,499 万円であったが、平成 11

年度は4億7,510万円で、対3年前Ყで約1億990万円の減を示していた。この間に

ᥦ౻ショックがあったのである。またᄁ上減少にい同期間の費用も約1億6,557万円

減少させているが、主に人件費カットを中ᔃとした「❗小ဋⴧ」経༡をᢿ行したが、結

果として⋉回復には⒟㆙く、平成8～10年度の3年間の当期利⋉（減価ఘළ後）で約

1億7,320万円の⿒ሼを計上しており、平成11年度から減価ఘළが未実施となっている。

資㊄➅り㔍はこの㗃からᏱᘒ化したのである。 

これらの経༡悪化を生み出した要࿃を公社の経༡体⾰にあるとして、改ༀ報๔書は次

のように指៰している。なお、理事会構成メンバーは当時の決▚報๔書を参ᾖ。 

 「実⾰的に公社に経༡タッチしている理事は不在の状ᘒである」 

 「経༡状ᘒが悪化した平成9年度から3年間、抜本的な対策が⻠じることができなかった」 

 「現在の名⡯的な理事ではなく、外部から責任を持って経༡に当たることに出来る人材を理事にㄫえる～（中略）

～理事会そのもののあり方を変える必要がある」          (報๔書P.16より引用) 

ᦝには組❱強化として、基本財産の増額や、経༡計画の策定、人事⹏価制度の導入な

どに加え、財団法人から第三セクターへの切りᦧえ検討等も提示されている。また、公

社事業の整理が既に言され、⋉性の改ༀが見ㄟめる⛮続部㐷として「さんべ荘」「レ

ストデウスのේ」「ᦺ日ᐻ」の㧟部㐷が挙げられている。ᕟらくこの報๔を受けて、平

成14年度の「さんべ荘」の本館改築と別館新築へのᛩ資を進めたと考えられるが、逆に

⋉の確保が࿎㔍な部㐷として「⚝道」「ミラドール」「さんべ山の家」「温泉（源泉）」

の４部㐷に対しての具体的な方策はᱴどがవㅍりされ、廃止できたのは「さんべ山の家」

のみである。 

もߜろん、スキー関連事業はその公共性の観点や、民間活用の受け皿⋧手の問題、そ

して負ௌಣ理（スキー関連部㐷のみで当時として約3億4,530万円）などの諸事情がᗧ

ᕁ決定の㒖ኂ要࿃であったことは推測できるが、結局はそのవㅍり್ᢿが現沦を生み出

したのである。当時の指導内ኈは、振りると、レストデウスのේを㒰いては7年経

過した現状認識とさほど変わらず、つまりᅷ当な改ༀ計画であったにも関わらず、その

多くを実〣に移せなかった経༡責任は重い。ណ▚部㐷のさんべ荘が全体のᐩ支えしなが
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らも、不ណ▚部㐷まではカバーしきれず、⍴期の資㊄➅りにㅊわれ、❗小ဋⴧによるఘ

ළ前༡業利⋉を㤥ሼにするのがやっとの経༡であった。 

 

③③③③    公社経営公社経営公社経営公社経営のののの組織面組織面組織面組織面でのでのでのでの問題点問題点問題点問題点    

下表は、平成9～19年度の部㐷別人員と総人件費の推移を示している。これによると、

平成9年にᲧべ総人員数は4人減に⇐まるが、正規社員Ყ率を77％から51％までૐめ、

逆にབྷ⸤・臨時・パートのᲧ率を高めて、総人件費をٌ4,320 万円⒟度カットしてきた

ことが分かる。対ᄁ上Ყ人件費も43.9％から39.3％まで改ༀしてきており、今後も正社

員Ყ率を抑えることで一定の総人件費抑制は続けられるが、総合的に見た場合は、ⶄ合

業ᘒで、㆙㓒施設（5 ヮ所に分ᢔ）を考ᘦすると、総人員減による費用減効果の㒢

界値が近づいてきていると್ᢿされる。 

 

 

■ 公社公社公社公社    部門別人員構成部門別人員構成部門別人員構成部門別人員構成のののの推移推移推移推移（（（（H9H9H9H9，，，，H14H14H14H14，，，，H19H19H19H19））））■ 
部部部部    㐷㐷㐷㐷    *9*9*9*9    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    *14*14*14*14    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    *19*19*19*19    備考備考備考備考    

事務局 5人 ЈЈ 3人 ЈЈ 㧖 *19～：さんべ荘にๆ 

さんべ荘 34人 ЈЈ 40人 ЈЈ 44人 ～*14：山の家務 

のේレストデウス 6人 ЈЈ 5人 ЈЈ 㧖 *18～：さんべ荘にๆ 

ᦺ日ᐻ 㧙 ЈЈ 3人 ЈЈ 5人 

*11～17：のේ一部務 

*18～：事務局務 

*19～：単⁛ 

⚝道㧒ミラドール 11人 ЈЈ 5人 ЈЈ 4人 *17～：北のේ別荘務 

温泉管理所 1人 ЈЈ 㧖 ЈЈ 㧖 *12～：⚝道務 

計計計計    57575757人人人人    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    56565656人人人人    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    53535353人人人人        

正規⡯員 44人 ЈЈ 34人 ЈЈ 27人 正規Ყ率：77％Ј51％ 

བྷ⸤･臨時･パート 13人 ЈЈ 22人 ЈЈ 26人  

総人件費総人件費総人件費総人件費((((千円千円千円千円))))    219,245219,245219,245219,245    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    201,50201,50201,50201,504444    ЈЈЈЈЈЈЈЈ    176,042176,042176,042176,042    

平ဋ年平ဋ年平ဋ年平ဋ年(*19)(*19)(*19)(*19)    

    正正正正    規規規規：：：：412412412412万円万円万円万円    

    㕖正規㕖正規㕖正規㕖正規：：：：249249249249万円万円万円万円    

対ᄁ上Ყ 43.9％  40.2％  39.3％ 総人件費¸事業入 
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上記グラフが表すとおり、これまでも費用減全体（減価ఘළ分を㒰く）に占める人

件費減効果は決して高くない。費用減全体に占める人件費減Ყ率を「寄ਈ度」と

するならば、平成11、12年度は寄ਈ度100％超、平成18年度も寄ਈ度60％以上である

が、それ以外の年度はせいߗい 10～30％⒟度である。また下の㧞つのグラフを見ると、

10年間でᄁ上総利⋉（☻利⋉）が4.9％改ༀして61.1％に達しており⋉性が向上し

ているறらで、それにうഭ分㈩率も57～59％の推移から昨年度は51.6％を示してい

る。ഭ分㈩率はホテル業では40～45％、食ၴ・レストランでは55～60％が目なので

ߨㆡ正に近づきつつある。 

これらの各種指標からも、一定以上のサービス水準を保つための人員数と人材力の維

持と、全体費用を減するバランスにおいては⋧応の改ༀがなされたと⹏価される一方、

今後は単なる組❱❗小だけではない、一人当たりのᄁ上高・生産性といった別の指標向

上のための方策が求められるᲑ㓏に来ていると್ᢿされる。 

 

 

 

 

 

 

 

公社　人件費削減効果の推移（平成9～19年）

529 ,6 02529 ,6 02529 ,6 02529 ,6 02

△ 12,278,981 △ 12,819,839

△ 30,505,942

△ 15,732,688
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△ 12,759,006
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△ 524 ,9 42△ 524 ,9 42△ 524 ,9 42△ 524 ,9 42
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公社　売上原価率の推移（平成9～19年度）

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

食事原価率 34.0% 33.5% 33.8% 34.2% 33.7% 32.7% 33.3% 32.8% 31.7% 32.6% 31.1%

飲料原価率 37.5% 38.1% 39.2% 39.2% 39.4% 41.3% 40.3% 40.9% 42.6% 43.2% 41.2%

売店原価率 70.6% 72.3% 72.7% 73.0% 72.7% 72.8% 72.4% 72.5% 70.3% 69.6% 67.8%

売上原価比 43.8% 43.7% 43.3% 43.6% 42.9% 42.5% 42.5% 41.9% 40.9% 40.8% 38.9%

Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

    

公社　売上総利益率と労働分配率の関係推移（平成9～19年度）

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

売上総利益 56.2% 56.3% 56.7% 56.4% 57.1% 57.5% 57.5% 58.1% 59.1% 59.2% 61.1%

人件費対売上比 43.9% 45.6% 45.2% 44.8% 50.6% 40.2% 42.1% 42.3% 43.3% 45.0% 39.3%

労働分配率 60.0% 62.7% 61.8% 62.3% 70.5% 54.9% 57.3% 56.2% 57.2% 60.2% 51.6%

Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19
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（（（（２２２２））））大田市大田市大田市大田市へのへのへのへの交通機関別交通機関別交通機関別交通機関別アクセスアクセスアクセスアクセス経路経路経路経路 
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（（（（３３３３））））石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山をををを起点起点起点起点としたとしたとしたとした市内市内市内市内へのへのへのへのアクセスルートアクセスルートアクセスルートアクセスルート    

 ①①①①    石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山→→→→三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山    

   1) のේ・東のේ・三瓶温泉 

 推ᅑルートع     

       県道㧟１ภЈ県道４㧢ภЈ国道㧟７㧡ภЈ県道㧞㧤㧤ภЈ県道㧟㧜ภЈ 

のේЈ東のේЈ温泉街 

 サブルートع     

       γ）県道㧟１ภ→川合農道→県道㧞㧤㧤ภ→県道㧟㧜ภ→のේ→東のේ 

                                   →温泉街 

       δ）県道㧟１ภ→福ේ農道→国道㧟７㧡ภ→大㇁農道→県道㧟㧜ภ 

→のේ→東のේ→温泉街 

   2) 三瓶ジム・ၒ沕林公園・北のේ 

 推ᅑルートع     

       県道㧟１ภЈ県道４㧢ภЈ国道㧟７㧡ภЈ県道㧟㧜ภЈ県道㧡㧢ภ 

Ј三瓶ジムЈၒ沕林公園Ј北のේ 

 サブルートع     

Ԙ 県道㧟１ภ→県道４㧢ภ→川合農道→県道㧞㧤㧤ภ→県道㧟㧜ภ→ 

県道㧡㧢ภ→三瓶ジム→ၒ沕林公園→北のේ 

ԙ 県道㧟１ภ→福ේ農道→国道㧟７㧡ภ→県道㧞㧤㧤ภ→県道㧟㧜ภ→ 

県道㧡㧢ภ→三瓶ジム→ၒ沕林公園→北のේ 

 

②②②②    石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山→→→→波根温泉街波根温泉街波根温泉街波根温泉街    

 推ᅑルートع     

       県道㧟１ภЈ県道４㧢ภЈ国道㧟７㧡ภЈ国道９ภЈ（ロード銀山） 

Ј県道㧞㧤㧡ภЈ沿根旅館街 

 

③③③③    石見銀山石見銀山石見銀山石見銀山→→→→温泉津温泉温泉津温泉温泉津温泉温泉津温泉････仁摩方面仁摩方面仁摩方面仁摩方面    

 推ᅑルートع     

県道㧟１ภ→国道９ภ 
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（（（（４４４４））））大田市周遊大田市周遊大田市周遊大田市周遊モデルコースモデルコースモデルコースモデルコース    

①①①①    世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産をををを巡巡巡巡るるるる    

   ・石見銀山（大森地区）内のルート設定  

     ・町並みから㦖源ኹ間ᱠまでのコース 

          ・大ਭ保間ᱠ公開コース 世界遺産センター → 大ਭ保間ᱠ → ㊍ደ間ᱠ 

→世界遺産センター 

     ・大ਭ保間ᱠ公開、の山✢の整備によるあらたなコースの設定 

    1) 本⼱ާ 上り コިース   銀山公園→㊄生ဒ→大ਭ保間ᱠ→㊍ደ間ᱠ→本間ᱠ→

石銀→テ山ዷ望所→銀山公園（120分） 

    2) 本⼱ާ下りިコース   1)の逆コース（60分） 

    3) 山さんާ 上り コިース 銀山公園→Ჩᄁ山社→石銀→テ山ዷ望所→銀山

公園（120分） 

    4) 山さんާ下りިコース 3)の逆コース（120分） 

    5) テ山ዷ望所コース   石見銀山世界遺産センター→ㆆᱠ道→テ山ዷ望所

→石銀→2)㨛㨞4)へ移行（120分）  

 

・大森地内→石見ၔ→㕴ケ洁→温泉津温泉街→沍泊 

・石見銀山街道コース（㕴ケ洁道、温泉津沍泊道） 

   

②②②②    古古古古（（（（いにしえいにしえいにしえいにしえ））））にふれるにふれるにふれるにふれる旅旅旅旅    

   ・石見銀山→ၒ沕林公園→三瓶自然館 

 

  ③③③③    自然満喫体験自然満喫体験自然満喫体験自然満喫体験コースコースコースコース    

   ・のේ（ᦜき飦）→北のේ（サイクリング）→北のේ（ブナの自然林） 

   ・キャンプ 

     各所 → 北のේキャンプ場 

   ・三瓶山ㄝ巨木Ꮌり（本ች社の大᧖、のේ定めの᧻など） 

・三瓶ㄝ広域サイクリング ツーリング 

・スキー・ステーボード・ᱠくスキー 
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   ・㊒り 

     海（大田市海岸各所で⏷㊒り） 

     洆Ꮣᳰ わかさぎ㊒り 

 ょっ߯り登山᳇分ߜ・   

     東のේ観光リフト→大平山→室の内 

   ・三瓶登山コース 

     㧭 のේ（定めの᧻）→↵三瓶→北のේ（ᆢㅏᳰ）→のේ（定めの᧻） 

     Ｂ 東のේ（観光リフト利用可能）→大平山→ᅚ三瓶→↵三瓶→北のේ→東のේ 

                           

→室の内ᳰ→ᚸ⼱→のේ 

                           

→ቊ三瓶→国民宿⥢前 

     Ｃ 北のේ→↵三瓶→ᅚ三瓶→東のේ→北のේ 

     ̪↵三瓶、ᅚ三瓶、子三瓶、ቊ三瓶の全山❑可能。 

 

  ④④④④    三瓶三瓶三瓶三瓶3333つのつのつのつの池巡池巡池巡池巡りりりり    

    洆Ꮣᳰ→ᆢㅏᳰ→東のේ観光リフト→室内ᳰ→大平山（ዷ望所）→東のේ観光リフト 

ᣧᦺ、条件がよければ大平山ዷ望所からは㔕海が見渡せる。 

 

⑤⑤⑤⑤    大田大田大田大田そばそばそばそば三昧三昧三昧三昧    

     石見銀山  ᓮ前そば ᦺ日ᐻ おおもり会館 

     三瓶山   さ߭め野 さんべ荘 きっ川食  ၴ 木の香 沐羅 はないかだ 

     大田町   平੪ ロード銀山 

 

⑥⑥⑥⑥    温泉三昧温泉三昧温泉三昧温泉三昧    

                 （（（（三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山））））中ᩭ施設中ᩭ施設中ᩭ施設中ᩭ施設はははは、、、、三瓶温泉街三瓶温泉街三瓶温泉街三瓶温泉街のののの三瓶三瓶三瓶三瓶ヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンターヘルスセンター（（（（⒓⒓⒓⒓））））    

   （三瓶山） 

小ደේ温泉→さ߭め野→さんべ荘（変り種の湯⥱）→湯元旅館→㢬の湯→の湯 

（仁摩・温泉津） 

湯ㄼ温泉→温泉津温泉（⮎Ꮷ湯・元湯） 
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  ⑦⑦⑦⑦    体験三昧体験三昧体験三昧体験三昧    

   ・⾉しボート 洆Ꮣᳰ 

   ・木Ꮏ体験 三瓶木Ꮏ館 

   ・ガラス⚦Ꮏ体験 仁摩߰れあい交流館 

   ・㒻⧓体験 温泉津やきものの㉿ 

   ・マリンスポーツ 沿根海岸、福光海岸 

 

⑧⑧⑧⑧    風物詩風物詩風物詩風物詩    

・三瓶のේἫ入れ（㧟月下ᣨ） 

・ムズクデデ（Ⓑのⓠ期）田ᬀえ・Ⓑಿり ㇢の会 

 

  ⑨⑨⑨⑨    おみやげおみやげおみやげおみやげ（（（（大田市東側大田市東側大田市東側大田市東側からからからから））））    

   ・ロード銀山（ਭ手町） 

   ・ᩣ式会社田⃟味（ච⁴町） 

   ・いずもや（仁摩町） 

   ・温泉津߰れあい館（温泉津町） 

   ・おおだブランドຠ 市内各業者 

 

  ⑩⑩⑩⑩    神楽三昧神楽三昧神楽三昧神楽三昧    

   ・各社の⑂りの日⒟を⚫し、「本物の楽を本物の場所」でというコンセプトで、

各地域で開催される楽の上Ṷ情報を提供する。 

   ・Ᏹ設会場の設置についても検討していく必要がある。 

 

  ⑪⑪⑪⑪    寺社寺社寺社寺社仏閣巡仏閣巡仏閣巡仏閣巡りりりり    

   ・社 

     Ჩᄁ山社→豊ᩕ社→戸社→東ᾖች（ൎ源ኹ）→ၔ上社→石見一ች（物

部社）→大田南のች→大田ᄤḩች→大田༑多のች→宅野ᐈች→ 

෩島社（㕴ヮ洁）㦖ᓮ前社→ᗲቪ社→෩島社→ᕺᲧኼ社 

   ・おኹ 

     大田ᯅ南おኹᎼり 

      ᅱ光ኹ→大願ኹ→ༀኹ→ᘏ㔕ኹ→正⬿ဌ→Ᏹ見ኹ→楽ኹ→総光ኹ→⌀泵ኹ 
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     大森町おኹᎼり（「銀山⊖ヮኹ」Ꮌり） 

      ൎ源ኹ→性ኹ→観世㖸ኹ→ᅱ⬒ኹ→ᩕ泉ኹ→羅ṽኹ→本ኹ→ᭂ楽ኹ→養

ኹ→浜水ኹ・・・ 

     仁摩エリアおኹᎼり 

      沿かኹ→㦖ༀኹ→向ኹ→₹泉ኹ→法㓉ኹ→往ኹ→ၔ福ኹ→ḩ行ኹ→ 

ḩ行ኹ（飦〝） 

温泉津エリアおኹᎼり 

ᔨኹ→楽ኹ→ᕺ⃤ኹ→㦖沖ኹ→楽ኹ→浜水大Ꮷኹ→ℰ泉ኹ→願楽ኹ（⚡

白ᐸ）→ᬭ෩ኹ→高野ኹ→願林ኹ 

   

⑫⑫⑫⑫    鏝絵巡鏝絵巡鏝絵巡鏝絵巡りりりり    

   ኹ社閣Ꮌりと重ⶄする場所もあるが、その他長福ኹ（沿根町）など 

 

  ⑬⑬⑬⑬    郷土郷土郷土郷土・・・・名物料理名物料理名物料理名物料理    

    ▫ኼม    ロード銀山 

    へかやき   沿根旅館街 

    無名㒮ᓮ⤝  ᧻洁ደਈⴡ、さんべ荘 

    海の幸    温泉津旅館街 

    ホロホロ㠽  さんべ荘 

    ジンギスカン きっ川食ၴ 



 81 

(5)(5)(5)(5)観光計画研究会名簿観光計画研究会名簿観光計画研究会名簿観光計画研究会名簿    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （（（（敬称略敬称略敬称略敬称略））））    

（（（（６６６６））））委員会開催状況委員会開催状況委員会開催状況委員会開催状況    

     第1回 平成19年11月16日（㊄） 

     第2回 平成20年  1月11日（㊄） 

     第3回   1   ޖ月21日（月） 

     第4回   2   ޖ月 6日（水） 

     第5回   2   ޖ月21日（木） 

第6回   3   ޖ月11日（Ἣ） 

 

    

各種団体名 ᓎ  ⡯ ᳁  名 

 大田市観光協会 企画員 ฎἑ 

 大田Ꮏ会議所 次長 小ේೣ㓶 

 Ｊ㧭石見銀山 企画推進課長 東 輝↵ 

 大田市旅館組合 ㊄子旅館 ㊄子ବਯ 

 ＪＲ大田市飷 飷長 浜水ਭ年 

 石見交通 所長 々木 ◊ 

 島根大田㕍年会議所 直前理事長 森山 仁 

 理事長 田⑲᮸ ޖ

 仁摩サンドミュージアム 事務局長 ᯫየ政㓶 

 温泉津温泉協会 輝㔕荘支㈩人 ㊄ፒ公一 

 三瓶自然館 総務課 課長代理 石田洃二 

 大田市料颏組合 会長 石川  

 大田市森林組合 業務課長 林 達ᄦ 

 三瓶温泉協会 会長 ศ川洃  ༹

 三瓶まߜづくりᆔ員会 会長 ㋈၂⧷ᤩ 


